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ご注意 ・ 本書の内容及び本製品は、改良の為、将来予告なく変更させていただく場合がござ

いますのであらかじめ、ご了承下さい。 
お問い合わせについて ・ 本書の内容や動作について不明な点がございましたら、巻末の質問

用紙（ＳＵＰＰＯＲＴ ＣＨＡＲＴ）に必要事項を明記の上、まずＦＡＸ（または同
様の項目を明記の上、下記 Ｅ-ｍａｉｌ）にてお送りください。 添付のソースプロ
グラムの内容や、お作りになった固有のプログラムにつきましては勝手ながら、ご質
問にお答えすることができませんので、あらかじめご了承下さい。また、表紙下部記
載ＵＲＬの Ｗｅｂ Ｓｉｔｅ にもＦＡＱ（よくある質問）やＨＯＷ ＴＯ（使い方）
等を掲載しておりますのでご利用下さい。 
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1) はじめに 
この度はＣＴ－３００１ＲＧＢ Ｒｅｖ５をご購入頂き、誠に有難うございます。 

本製品は、フルカラーでイメージプロセシングを行う為のＰＣＩバス用ＲＧＢビデオ入出力ボー
ドです。ＲＧＢビデオ信号のキャプチャや、画像出力、及び、ＲＧＢビデオ信号をコンポジット
ビデオ信号やＳ端子ビデオ信号にエンコードしたり、生成したイメージのスーパーインポーズ等
にご利用頂けます。 
画像のキャプチャはオンボードメモリ上に行われますので、画像をキャプチャしながら、ＰＣ

Ｉバスの高速性と併せて、高度なリアルタイム処理が行えます。 
 本リビジョンでは、ＶＧＡカメラ等の倍速信号のサポート、入力ルックアップテーブルの装備
及びスーパーインポーズの機能が強化されております。 
 本書の前半は、ご使用に当たっての一般的な内容について書かれています。後半は主に、技術
情報や、本ボードを制御する為の情報が書かれています。 
 
 以前のリビジョンからご使用戴いておられる場合、Rev１を含む以前のリビジョンに対して上
位コンパチブルでございますので、以前のリビジョン用の(又はお作りになられた)ＣＴ－３００
１ＲＧＢのソフトウエアは、本リビジョン上で問題なく動作いたします。旧バージョンとの差異
は、ﾍﾟｰｼﾞ32の“17)以前のリビジョンとの差違”を参照下さい。 
６６ＭＨｚＰＣＩスロットに装着される場合は、添付ソフトによるファームウエアの変更が必

要になります（出荷時は３３ＭＨｚＰＣＩ用に設定されています）。詳しくは、“６６MHzＰＣ
Ｉ用に再プログラム”（ﾍﾟｰｼﾞ29）を参照ください。 
 
添付ソフトウエアのファイルの一覧および来歴はＲＥＡＤＭＥファイル(製品添付のﾃﾞｨｽｸ内の

ﾙｰﾄﾃﾞｨﾚｸﾄﾘ)をご覧ください。添付ソフトウエアの出荷バージョンは、VERSION.TXT(ﾙｰﾄﾃﾞｨﾚｸﾄﾘ)
内にテキスト形式で入力されております。 
また、Ｗｉｎｄｏｗｓ用の、プログラムの使用方法はREADME.TXT（ﾙｰﾄﾃﾞｨﾚｸﾄﾘ）に、ドライバ

ーやライブラリは、DRIVER.TXT、PROGRAM.TXT（WINDOWS¥SRCﾃﾞｨﾚｸﾄﾘ）内にそれぞれ説明がござ
います。 
ご使用前に本書をよくお読み頂き、本ボードを、十分にご活用頂ければ幸いです。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

1) - ① 本書は下記のマークを使用しています。 
 
特に気をつけていただきたい注意事項を示します。 
 
 

 
技術情報 ・・・ プログラミング等を行なう為のハードウエアの知識や解説を
行なっています。必要の無い場合はとばしてお読み下さい。 
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本書で使用している用語 
★ Ｗｉｎｄｏｗｓ････････  本書では、Ｗｉｎｄｏｗｓ単独の表現は、特に断りがない

限り、Ｗｉｎｄｏｗｓ９５，９８，ＭＥ，ＮＴ，２０００，ＸＰ，Ｖｉｓｔａ及び将
来のバージョン全てを含むことを意味します。 

 
★  ビデオ信号････････････  標準のビデオ信号（ 日本とアメリカ等で採用されているＮ

ＴＳＣ標準テレビ信号方式）は、１秒間に３０コマの画像によって構成されていま
す。そしてこの１コマは１フレームと呼ばれ、２枚の画像から成り、それらはフィー
ルドと呼ばれます。 各フィールドは第１、第２フィールド 又は 奇数、偶数フィー
ルドと呼ばれ、１つの光る点が左から右へ移動して１本の線となる、２６２.５本の走
査線で構成されます。 そして各フィールドの走査線の位置は、重ならず１本おきにな
っています。これを飛び越し走査 又は ２：１インターレースと呼ばれています。
従って、１フレーム内の相隣り合う走査線は交互に（１／６０秒おきに）表示されま
すが、ＣＲＴの残光特性、人間の目の残像特性に助けられ見かけ上１コマは、５２５
本（２６２.５本の倍） の走査線がある１枚の画像として見る事ができます。以下に
使用している用語は画像の標準方式（ＮＴＳＣ）とメモリー格納方式に関するもの
で、本書独自の定義です。 

 
 ＥＶＥＮフィールド･････････ 本書では走査線を０からカウントしているため、第１
フィールドを指します。 

 
 ＯＤＤ フィールド ････････ 本書では走査線を０からカウントしているため、第２
フィールドを指します。 

 
 セパレートモード･･･････････ 上述の説明のようにＥＶＥＮとＯＤＤフィールドの時
間差は１／６０秒あります。従って、動く被写体をとらえた時、両フィールド共表示
するとブレた画像になるような場合に、フィールド単位で取込み表示し、処理する場
合に本モードが有効です。 フィールド単位のメモリをリニアなアドレスで処理する
事ができます。 ＥＶＥＮフィールドはＣＴ－３００１ＲＧＢの各画面に対応するメモ
リの前半分に、ＯＤＤフィールドは後ろ半分に分かれて配置されます。 

 
 ミックスモード･････････････ フィールド別に分けず走査線の順にメモリーに配置さ
れます。 従ってセパレートモードでＥＶＥＮフィールドが格納されているエリア
（前半のバンク）に画像の上半分（ＥＶＥＮフィールドの上半分と、ＯＤＤフィール
ドの上半分）が配置され、後半のバンクには画像の下半分が配置されます。 画像をフ
レーム単位で処理する場合にリニアなアドレスを得ることができます。 

 
 ネイティブ･････････････････ ビデオ信号の出力切換に生画像（入力信号と同一の信
号）を選択する場合を呼称します。ＮＴＳＣ入力ビデオ信号がそのまま（スルー）出
力されます。フレームビットと同時に ”１” の時は、フレームメモリーの内容がス
ーパーインポーズされます。 

 
★  外部同期基準･･････････  画像の取込スタートのタイミングを、ビデオ入力コネクタ

ーに入力されている信号のＶＤ（垂直同期信号）を基準にします。通常は、入力され
ている信号にGEN-LOCKした、内部で生成されたＶＤが基準になります。この内部のＶ
Ｄは入力信号が無い場合やドロップアウトした場合に、補完して生成しています。こ
の為、ビデオカメラにランダムリセットを掛けて使用する場合や、間欠的にフレーム
が発生している様な信号は、外部同期基準を使用すると取込み易くなります。 
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2) インストールガイド 
 本製品を動作させる為には、パソコンやボードの動作環境の構築（コンフィギュレーション）
を行って、付属のディスクからデバイスドライバやデモプログラムをコピーする導入作業（イン
ストール）が必要です。 
以下は、ＣＴ－３００１ＲＧＢをスムーズに動作させていただく為のガイドです。下記の手順に
従って実行して下さい。 

 
 
 
 

内 容 を 確 か め て 下 さ い  
リストの内容が全て揃っているかどうか確かめて下さい。 

ＣＴ－３００１ＲＧＢ内容リスト、ページ4へ 

 
 
 
 

 

 
 
 
 

ボ ー ド の 装 着  
ボードをパソコンのＰＣＩスロットに装着して、電源を投入して下さい。 

ボードのコンフィギュレーションと装着、ページ4へ 

 
 
 
 

 

 
 
 
 
 

ソ フ ト ウ エ ア イ ン ス ト ー ル  
付属のディスクから、ご使用のＯＳ(Windows or MSDOS)のプログラムを、ハー
ドディスクへインストールして下さい。 

Windows  Ｗｉｎｄｏｗｓへのインストール、ページ5へ 
MSDOS   ＭＳＤＯＳへのインストール、ページ 6へ 

 
 
 
 
 

 

 
 
 

ビデオ機器との接続 
ビデオ入出力コネクターとビデオ機器間のケーブルを接続して下さい。 

ビデオ機器との接続、ページ 6へ 

 
 
 

 
  

動 作 準 備 Ｏ Ｋ  
 

 

 

 
 
 
 

 
付属のデモプログラムで動作の確認をして下さい。 

Windows  Ｗｉｎｄｏｗｓソフトウエアの実行、ページ12へ 
MSDOS   ＭＳＤＯＳソフトウエアの実行、ページ13へ 
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3) ＣＴ－３００１ＲＧＢ内容リスト 
◎ＣＴ－３００１ＲＧＢボード ････････････････････････････････････  １枚 
◎保証書 、ユーザー登録カード ･･･････････････････････････････････ 各１枚 
◎ ＣＤ-ＲＯＭ (付属ソフトウエア及びユーザーズマニュアル） ･･･････  １枚 
◎ ＲＧＢ入力ケーブル（HDSUB-15・BNC×5） ････････････････････････   １本 
◎ ＲＧＢ出力ケーブル（HDSUB-15・HDSUB-15） ･･････････････････････   １本 
◎ 出力アダプター（CT3001-ADPT1）･･････････････････････････････････   １ケ 
◎ ＢＮＣアダプター（JACK・JACK）  ････････････････････････････････  ５ケ 
◎ 外部トリガ用コネクタープラグ（含 圧着ピンｘ３）  ･･･････････････  １式 
◎ ＨＤＳＵＢ－１５（male）コネクター（半田付接続用）  ････････････  １式 
 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ インストールガイドに戻る場合は、ページ3へ 

4) ボードのコンフィギュレーションと装着 
本ボードは、Ｉ／Ｏ空間に１２バイト、メモリー空間に２Ｍバイト占有します。これらのアド

レスは、ＰＣＩ－ＢＩＯＳ（ﾊﾟｿｺﾝのｼｽﾃﾑ上に存在）が、パソコンの立ち上げ時に、自動的に割
付を行いますので、Ｄｉｐ－ＳＷやジャンパーＳＷの設定は何ら必要有りません。ジャンパーＳ
Ｗは、ボード上に２つ存在します（ページ15、図 5）調整ＶＲ・ＪＰ配置図参照）。一つは、画
像データのメモリーマップを下表の通り制御します。通常は出荷時の設定（ジャンパー装着）で
ご使用下さい。このジャンパーＳＷを外すと、メモリーマップが禁止され、メモリーのＰＣＩ－
ＢＩＯＳによるコンフィギュレーションが禁止されます。Ｉ／Ｏマップでご使用の場合もジャン
パーＳＷを装着したままでも問題は有りません。 

 ＭＥＮＢジャンパーＳＷ メモリーマップ  
 無 不可  
 有 可  
もう一つのジャンパーＳＷは、入力ビデオ信号をＳｙｎｃ＿Ｏｎ＿Ｇ（Ｇｒｅｅｎ信号に同期

信号を乗せて、同期信号を別途供給しません）で使用する場合に装着します。 
上記の設定を確認し、ＣＴ－３００１ＲＧＢをＰＣＩスロットに装着します。スロットに装着

する時は、パソコンの電源断をよく確かめて装着し、その後、パソコンの電源を投入します。 
 
● Ｗｉｎｄｏｗｓ（95,98,ME,2000,XP,Vista）の場合、ボードを最初にスロットに装着した時、
立ち上げ途中で、ドライバのインストールのダイアログボックスが現れます。 
 ドライバのインストールは、ドライバのインストール情報ファイル(CT3001.inf)の位置を正確
に指定することによって、正しく行われます。 
以下の説明の手順は、ＸＰで自動的に行う例の場合ですが、他の Windows_OS では表現やダイア
ログボックスのデザインが若干異なりますが、同様のことを行います。（Win95/98/ME では“ド
ライバ情報データベースを作成しています”のダイアログボックスが先に現れる場合がありま
す）。 
 

 
最初に現れた（左の）ダイアログ

ボックスでは、付属のＣＤ-ＲＯＭ
（またはＦＤ）をドライブにセット
し、“ソフトウエアを自動的にイン
ストールする（推奨）(I)”を選択し、
「次へ」をクリックしてください。 
（Vista では、オンライン検索の

選択ダイアログボックスが次に現れ
ますが、“オンラインで検索しませ
ん”を選択して、ディスクからイン
ストールを行ってください）。 
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次に、マルチメディアビデオコントローラ
の検索ダイアログボックスが現れ、ディス
ク上にドライバが見つかると、続いて左の
ダイアログボックスが現われますので、
［続行］をクリックしてください。 
（続行することによって、システムの動作
が損なわれたり、システムが不安定になる
ことはありません）。 
（Vistaでは、“このドライバソフトウエ
アをインストールします(I)”をクリック
します）。 
 

 
 
最後に、 
“CT-Series PCI Frame-Grabber”の
インストールが完了したことを知ら
せる左のダイアログボックスが現れ
ますので、［完了］をクリックして
終了し、次に、“付属ソフトウエア
のインストール”を行ってください。 
 
 
 
 
 

 
   ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ インストールガイドに戻る場合は、ページ3へ 

 

5) 付属ソフトウエアのインストール 

5) - ① Ｗｉｎｄｏｗｓへのインストール 
添付ＣＤ-ＲＯＭがドライブにセットされている場合は、ドライブを右クリックして“セットアッ

プ(S)”を選択して実行するか、ＣＤ-ＲＯＭを再セットしてください。 
インストール先のドライブ、ディレクトリーを確認するセットアップのダイアログボックスが現

れますので、変更の必要が無ければ  ボタンをクリックしてセットアップを行って下さい。 
（VistaではＣＤ-ＲＯＭを再セット時、“セットアップの実行”を選択する必要があります。ま

た、”認識できない発行元・・・・”のダイアログボックスが表示されますが、［続行］をクリッ
クして進めてください）。 
ＸＰ以前のWindowsの場合、付属のディスクをドライブに挿入して、コントロールパネルの“プロ

グラムの追加と削除”をダブルクリックしてもインストールが行えます。“プログラムの追加”を
選択し“CDまたはﾌﾛｯﾋﾟｰ(F)”ボタンをクリックし、“次へ”ボタンをクリックすると、挿入したド
ライブの“SETUP.EXE”が表示されますので“完了”をクリックして下さい。次に、インストール先
のドライブ、ディレクトリーを確認するダイアログボックスが現れますので、変更の必要が無けれ
ば ボタンをクリックして下さい。  
アンインストールの方法は、”ＲＥＡＤＭＥ．ＴＸＴ”（ﾙｰﾄﾃﾞｨﾚｸﾄﾘｰ）を参照下さい。 
 
 
・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・ インストールガイドに戻る場合は、ページ3へ 
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5) - ② ＭＳＤＯＳへのインストール 
ＭＳＤＯＳ（Ver 5.0以上）でご使用の場合は、下記の方法でインストールして下さい。 

ハードディスク内にＣＴ－３００１ＲＧＢ用のサブディレクトリーをＭＫＤＩＲコマンドで作成
して下さい。 
 
  例）ルートにＣＴ３００１という名前のサブディレクトリーを作成する場合。 
 Ｃ＞ＭＤ ￥ＣＴ３００１    を入力して下さい。 
付属のディスクをドライブにセットし、そのドライブをカレントドライブにセットして、下記の
コマンドを入力して下さい。 
 
  ＩＮＳＴＡＬＬ Ｘ：￥ＹＹＹＹ  
  Ｘはドライブ名、ＹＹＹＹはサブディレクトリ名 
 
例えば上記の例でディスクをＡドライブにセットした場合 
    Ｃ＞Ａ：   
    Ａ＞ＩＮＳＴＡＬＬ Ｃ：￥ＣＴ３００１  
 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ インストールガイドに戻る場合は、ページ3へ 
 
 
 

6) ビデオ機器との接続 
図１にパネル面のコネクターの配置を、図２に接続例を示します。図２のように、ビデオ入力

は付属のビデオ入力ケーブル（HDSUB-15・BNC×5）のHDSUB側をボードの入力コネクターに接続
し、他端のＢＮＣコネクタでビデオカメラ等の機器に接続して下さい（機器のコネクタがＢＮＣ
でない場合は、ＢＮＣで接続できるケーブルをご用意いただき、付属のＢＮＣアダプター(BNC-J
ACK･JACK)でケーブル間を接続して下さい）。ＳＹＮＣ（同期信号）は、復号同期信号の場合は
ＳＹＮＣ（ＨＤ）に、ＨＤとＶＤが個別に出力されている場合はＨＤ（SYNC）とＶＤに各々接続
して下さい。Ｇ信号にＳＹＮＣが付加されたＲＧＢ信号のみで入力される場合は、ＳＹＮＣ、Ｖ
Ｄには接続せず、ボード上のＳＯＧジャンパーをＳＯＧ側に切り換えてください。ＶＧＡ等の倍
速のＲＧＢ信号を接続される場合は、水平同期の周期によって自動判別しますので特に信号速度
の設定の必要は有りません。 
ビデオ出力は、付属のビデオ出力ケーブル（HDSUB-15・HDSUB-15）を出力コネクターに接続

し、他端に付属の出力アダプター（CT3001-ADPT1）を接続してご利用下さい。出力アダプターか
らは、ＲＧＢ信号、ＶＢＳ（コンポジットビデオ）及びＳ端子ビデオ信号が同時に出力されてい
ます。倍速信号を入力されている時は、倍速信号のモードのまま(VGA時はVGAで)出力されます
（NTSC_OUT(D27)ﾋﾞｯﾄを“１”にセットすれば標準(15.75KHzの)２：１ｲﾝﾀｰﾚｰｽ信号で出力されま
す。また、倍速信号を入力しないと、倍速での出力はできません）。ＶＢＳ及びＳ端子信号は倍
速出力時は使用できません。 
外部トリガ入力をご使用の場合は、添付のプラグに結線してご使用ください。 
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                               図 1）パネル面配置図 
 
 
 
 
 
 

 
 

図 2）接続例 

 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ インストールガイドに戻る場合は、ページ3へ 
 
 
 
 
 
 

7) 画像の入出力フロー 
 下図（図 3）はビデオ信号の入出力フロー図です。図中の太線はディジタル信号であることを
示します。 

 

ＧＮＤ 

ＴＲＩＧ入力 

ＲＧＢ入力コネクター 

ＲＧＢ出力コネクター 

トリガー入出力コネクター 
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図 3 ビデオ入出力フロー 

7) - ① スーパーインポーズ 
 入力ビデオ信号に、メインフレームまたはサブフレーム内のイメージをスーパーインポーズで
きます。上図（図 3）内のスーパーインポーザは、下記の演算方式の内から選択された方法で
各々のピクセルについてディジタル的に演算を行って出力します。演算方法の選択はコントロー
ルレジスタ４のビット２５～２７（ 11) - ⑥ - 3)Ｓｕｐｅｒ＿Ｍｏｄｅ、ﾍﾟｰｼﾞ22参照）で行
います。スーパーインポーズ用にメインフレームとサブフレームが同時に設定されている時はサ
ブフレームが優先してスーパーインポーズされます（メインフレームの制御ビットはﾍﾟｰｼﾞ18参
照）。 
7) - ① - 1) 演算方式 
 入力画像のｎ番目のピクセルを“ＰＸｎ” （但し、ＸはＲ又はＧ、Ｂに置換え）とし、 
メモリー画像のｎ番目のピクセルを“ＭＸｎ”とし、各方式による演算内容は下記の通りで
す。  

Ｓ出力

NTSC ｺﾝﾎﾟｼﾞｯﾄ出力

 

Ｒ‐ＭＥＭＯＲＹ
ＳＵＰＥＲ 

ＩＭＰＯＳＥＲ

Ｃ

Ａ
／
Ｄ

 

Ｌ
Ｕ
Ｔ

 

Ｄ
／
Ａ

 Ｃ

８

Ｒ 
Ｒ出力

Ｃ 

 

Ｇ‐ＭＥＭＯＲＹ
ＳＵＰＥＲ 

ＩＭＰＯＳＥＲ

Ｃ

Ａ
／
Ｄ

 

Ｌ
Ｕ
Ｔ

 

Ｄ
／
Ａ

 Ｃ

８

Ｇ 
Ｇ出力

Ｃ 

 

Ｂ‐ＭＥＭＯＲＹ ＳＵＰＥＲ 
ＩＭＰＯＳＥＲ

Ｃ

Ａ
／
Ｄ

 

Ｌ
Ｕ
Ｔ

 

Ｄ
／
Ａ

 Ｃ
Ｂ 

Ｂ出力

Ｃ

 

ＳＵＢ‐ＭＥＭＯＲＹ
 

ＣＯＮＴＲＯＬＬＥＲ

８

 

ＲＧＢ ＥＮＣＯＤＥＲ
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 ＯＲ： 透かし合成、デフォルト（明るい部分が浮き出る方式です） 
ｉｆ    ＭＸｎ ＞ ＰＸｎ 出力 = ＭＸｎ 
ｅｌｓｅ  出力 = ＰＸｎ 

 ＸＯＲ： 排他的合成 
出力 = ＰＸｎ＄ ＭＸｎ 
（但し＄は排他的淪理和） 

 Ｒｅｐｌａｃｅ： 置き換え 
ｉｆ    ＭＸｎ！= ０ 出力 = ＭＸｎ 
ｅｌｓｅ  出力 = ＰＸｎ 
※ ＲＥＰＬ時は表示させない色成分は、“０”ではなく “１”を設定する必要
があります。 

 
7) - ① - 2) 演算方式による効果 
 スーパーインポーズを行う文字等のイメージは、色を付けるより白(輝度)成分の方が綺麗
に表示することができます。これは一般的に、ＮＴＳＣ信号のカラー成分の帯域が輝度成分
の帯域の１／８程度しかないことに起因します。また、コンポジット信号をご使用の場合
は、細かい部分ほどドット妨害やクロスカラーが生じ易くなることを考慮に入れる必要があ
ります。 
各演算方式によるスーパーインポーズの効果の具体例を下記に示します。 
 全白（PIXEL値=0xFFFFFF）のバックに赤いライン（PIXEL値=0x0000FF）をスーパーイ
ンポーズした場合。Ｘの表記は見えないことを示します。 

モード ＯＲ ＸＯＲ ＲＥＰＬ 
見えるライン色 Ｘ シアン 赤 

 
 全赤（PIXEL値=0x0000FF）のバックに白いライン（PIXEL値=0xFFFFFF）をスーパーイ
ンポーズした場合。 

モード ＯＲ ＸＯＲ ＲＥＰＬ 
見えるライン色 白 シアン 白 

 
7) - ① - 3) サブフレームのスーパーインポーズ 
 サブフレームは、コントロールレジスタ４のビット２８～３０の何れかのビットが一つで
もＯＮの時、メインフレームに優先して出力されます（単独出力またはスーパーインポー
ズ）。サブフレームは、３２ビット／ピクセル内のＳＵＢバイト(最上位バイト、16)仕様内
ﾍﾟｰｼﾞ31参照)によって構成されます。ＳＵＢバイトに設定された０～２５５のグレイレベル
は、選択された演算方式（上記参照）に基づいて、選択されている色成分に等しく反映され
ます（ページ22参照）。サブフレームのスーパーインポーズは７色の選択しかできません
が、メインフレームを画像取り込みに使用する場合等に、メインフレームの使用状態に独立
して出力ビデオ信号にスーパーインポーズすることができます。 

7) - ② 入力ルックアップテーブル（ＬＵＴ） 
 ＬＵＴは電源が投入された後、書き換えない限り入力値と同一のデータを出力します（図 4、
下図）。 
ＬＵＴはＲＧＢ各成分の入力と出力の関係をテーブルによ
り変換を行いますので、テーブルの値を書き換えること
で、入力ゲインの変更やガンマ補正などが容易に行えま
す。 
テーブル値の書き換えはＬＵＴ ＲＥＧＩＳＴＥＲ（ＬＵＴ
Ａ，ＬＵＴＤ）によって行います（ﾍﾟｰｼﾞ22、23参照）。設
定はＲＧＢ個別に各８ビット値で行います。 
 

図 4 ＬＵＴ入出力図（デフォルト） 

128

入力値
255128 

255

出力値 
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8) 画像の取込及び取込タイミング 

8) - ① 画像の取込方法 
画像の取込は、ＳＴＡＲＴﾋﾞｯﾄをプログラム上で“１”にするか、外部トリガ入力をアクティ

ブにする事によって開始できます。UNDER_WRITingﾋﾞｯﾄは、ＳＴＡＲＴﾋﾞｯﾄでは指令と同時に、
外部トリガ入力では取込開始で“１”になり、何れも取込終了で“０”に戻ります。画像の取込
は、指令後、最初に出会うフィールドから開始します（垂直同期信号のインターバルが途中から
変化しても同様です）。 
取込の開始タイミングを、FRAME_INDEXﾋﾞｯﾄをポーリングして現在のフィールド位置を知り、反
対のフィールド内で取込を指令する事によって、目的のフィールドから取込む事も出来ます。
又、ＥＶＥＮ、ＯＤＤﾋﾞｯﾄの指定で、ミックス、セパレートモードに切換えたり（ページ2、本
書で使用している用語参照）、セパレートモードではＥＶＥＮ、ＯＤＤフィールドを単独に取込
む事も出来ます。 
 ランダムリセットをサポートしたカメラ等でランダムリセットを使用される場合は、外部同期
基準モードを使用すると制御し易くなります。又、ランダムリセットを使用される時は、ＨＤ
（水平同期信号）のタイミングにリセットが掛かるモードは使用できませんのでご注意下さい。 
下述の内容は、標準信号（水平周波数15.75KHz）および倍速信号（水平周波数31.5KHz）に共通
です。倍速信号のフリーズ画像の出力は取込の間、ネイティブ画像を出力し１ピクセル左に移動
します。 
なお、説明の中の、各コントロールビットの詳細については、ページ17を参照下さい。 
8) - ① - 1) 通常取込（ワンショット、２：１インタレース） 

画像の取込タイミングチャート（次ﾍﾟｰｼﾞ）の通り、ＳＴＡＲＴﾋﾞｯﾄが“１”にセットされ
たエッジで受付け、最初に出会うフィールドから取込を開始し、EVEN,ODDの状態に対応して、
１フレーム又は１フィールドで取込を終了します。フィールド取込の場合に、該当フィールド
が後に来た場合、前のフィールドの画像も、一旦、該当フィールドのメモリーに取込まれ２度
画像を更新します（ﾍﾟｰｼﾞ 11、8) - ② - 2)参照）。ＳＴＡＲＴﾋﾞｯﾄは“０”に戻す必要はあ
りません。外部トリガ入力の場合も、 ＳＴＡＲＴﾋﾞｯﾄと同様な振舞いをしますが、１フィー
ルドに相当する時間（16.6ms）以内のパルスを与えて下さい。外部トリガ入力については、仕
様（16) - ⑧、ページ31）も参照下さい。 

8) - ① - 2) 連続取込 
 取込の開始は通常取込と同様ですが、 TRIG_MODEﾋﾞｯﾄ又は外部トリガ入力がアクティブな

間、選択されているページに、画像をフルレートで更新し続けます。 
取込は、指令がアクティブでなくなったフィールドの最後で終了します。従って、このモー

ドは、イベントより過去の１フレーム（又はﾌｨｰﾙﾄﾞ）を捉えることもできます。 
8) - ① - 3) プログレシブ信号取込 

Ｆ＿ＳＨＵＴ (D12) ﾋﾞｯﾄを“１”に設定することによって、標準方式信号ではフレームシ
ャッターカメラ等の１／３０Ｎプログレシブスキャンビデオ信号、倍速信号ではＶＧＡカメラ
等の１／６０Ｎビデオ信号が取込めます。動きのある被写体を、フルフレームで捉える場合に
有効なモードです。 
ＥＶＥＮ 、ＯＤＤフィールドは存在しない為、フィールドビット（EVEN,ODD）を指定して

も無効となります。取込の開始・終了は、２：１ｲﾝﾀｰﾚｰｽモードと同様です。 
画像の出力は、標準方式信号のフリーズ画像の場合、２：１ｲﾝﾀｰﾚｰｽﾓｰﾄﾞに変換して出力さ

れます(連続取込時は、取込を継続している間画像出力はＯＦＦされます)。ＮＡＴＩＶ（また
はスルー）モードの場合、２：１ｲﾝﾀｰﾚｰｽﾓｰﾄﾞに変換されませんので、ビデオ入力の確認等に
は利用出来ますが、標準方式のビデオモニターで正常な映像として見る事はできません。倍速
信号ではそのままのＳＹＮＣで出力されます（NTSC_OUTﾋﾞｯﾄを“１”に設定することで、標準
信号の2:1ｲﾝﾀﾚｰｽﾓｰﾄﾞに変換して出力できますので、ＶＢＳ、Ｓ端子からも出力できます）。 
ＶＧＡ信号入力時は、ＮＴＳＣ標準信号の倍速タイミングと垂直ブランキング位置が異なり

ますので、取込位置を同様にする為には、Ｖ＿ＰＯＳレジスタ（ﾍﾟｰｼﾞ24参照）を設定変更
（約１０走査線分増やす）する必要があります。 
本モード設定時は常に外部同期基準となります。 
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8) - ① - 4) フィールド取込（ノンインターレース） 
フィールドモ－ドのノンインターレースビデオ信号（擬似ＮＴＳＣ等）や倍速の1/120ﾉﾝｲﾝﾀ

ﾚｰｽ信号も取込む事が出来ます。 入力ビデオ信号のＳＹＮＣ（ODD SYNC、EVEN SYNC）に応じ
て、（EVEN,ODD）ビットでセパレートモードを選択して、ODD SYNCの場合は（EVEN,ODD）=(1,
0)、EVEN SYNCの場合は（EVEN,ODD）=(0,1)を各々指定します。画像データは、各々ＥＶＥ
Ｎ、ＯＤＤフィールドに相当するメモリー（ページ内前半、後半）に入力されます。 逆を指
定した場合は、何処にも画像が取込まれませんので、分からない時は（EVEN,ODD）＝(1,1)を
指定して、取込まれたフィールドを確認して下さい。 

8) - ② 画像の取込タイミング 

8) - ② - 1) フレームワンショット取込タイミング 
ＴＲＩＧ ＭＯＤＥ＝０の時は、 STARTﾋﾞｯﾄ(ﾍﾟｰｼﾞ17参照)又は、EXT TRIGの”１”の指令

で、１回のみ取込みます（但し、 EXT TRIGは１／６０秒以内に”０”に戻して下さい）。 
 

      ＶＤ（垂直同期）      
 

             STARTﾋﾞｯﾄ(or EXT TRIG)      
                        
             取込      

 
           ＵＮＤＥＲ_ＷＲＩＴＥ     

 
最初に出会うフィールドの先頭から書込を始めます（ ＥＶＥＮフィールドが先に来れば ＥＶ

ＥＮ→ＯＤＤ、 ＯＤＤフィールドが先に来ればＯＤＤ →ＥＶＥＮ）。 
 
8) - ② - 2) フィールドワンショットタイミング、ＥＶＥＮフィールド取込の場合 
    （ ＯＤＤ，ＥＶＥＮ ）ビット＝（０，１） 
 
 ●ＯＤＤフィールドが先に来た場合 

          ＶＤ（垂直同期）  (EVEN) (ODD) (EVEN)   (ODD)  
 

          STARTﾋﾞｯﾄ(or EXT TRIG)     
 

          取込     
 

          ＵＮＤＥＲ_ＷＲＩＴＥ      
 ●ＥＶＥＮが最初に来た場合 

          ＶＤ（垂直同期）  (ODD) (EVEN) (ODD)    (EVEN)  
 

          STARTﾋﾞｯﾄ(or EXT TRIG)     
 

          取込     
 

          ＵＮＤＥＲ_ＷＲＩＴＥ      
 
8) - ② - 3) 連続取込タイミング 
  ＴＲＩＧ ＭＯＤＥ＝１(ﾍﾟｰｼﾞ16参照)の時は、連続して取込まれます。 

          ＶＤ（垂直同期）      
 

          STARTﾋﾞｯﾄ(or EXT TRIG)       
          
          取込        

 
          ＵＮＤＥＲ_ＷＲＩＴＥ        
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フレームモードではSTARTﾋﾞｯﾄ(ﾍﾟｰｼﾞ17参照) 又は、EXT TRIGが１になってから最初に出会うフ
ィールドの先頭から取込を始め、 STARTﾋﾞｯﾄ 又は、EXT TRIGが０になったフィールドを含む最
後まで書込を続けます。 
フィールドモードでは最初に出会う目的のフィールドから取込が始まり、 STARTﾋﾞｯﾄが０になっ
たフィールドの最後まで取込を更新し続けます。 

9) 付属ソフトウエア 
本項に記載されていない最新の情報及びファイルの内容については、付属ディスクのルートディ
レクトリー内、”ＲＥＡＤＭＥ” をお読み下さい。本ボードを複数枚同一のパソコンで動作さ
れる場合は、“ＰＣＩバススロットとボードＩＤ”のタイトルで、同ディスク内¥WINDOWS¥SRCﾃﾞ
ｨﾚｸﾄﾘｰ内のPROGRAM.TXTに説明があります。 

9) - ① Ｗｉｎｄｏｗｓソフトウエアの実行 
  ＣＴ－３００１ＲＧＢの、Ｗｉｎｄｏｗｓ用サンプル アプリケーションプログラムとして、
以下の内容が添付されています。操作方法の詳細は、README.TXTを参照下さい。 
9) - ① - 1) ＧＵＩアプリケーション サンプルプログラム 
ＷｉｎｄｏｗｓのＧＵＩ上で動作するプログラムです。 
 ビデオモニター・ＤｉｒｅｃｔＸ (VMONITR.EXE) 

ビデオ出力されている画像をパソコン画面上でモニターするためのプログラムで
す。現在設定されている、メモリーフォーマット（MIX,EVEN,ODD,FRAME）、ページ
の内容に応じてリアルタイムに表示します。DirectX I/Fを使用している為、ウイ
ンドウは常に最前面になります。また、このプログラムで、フレームメモリ上の画

像を保存したり、読み込んだりすることも出来ます。DirectXのﾊﾞｰｼﾞｮﾝは8.0まで対応してい
ます（WinNTでは動作しません）。 
 フィルタリング ．画像モニター (CNVL_FTR.EXE)  

  ＧＤＩ I/Fを使用して、画像をパソコン画面上でモニターするためのプログラム
です。高速表示はできませんが、ＮＴを含む全てのＷｉｎｄｏｗｓで使用できま
す。このプログラムでは、空間（コンボリューション）フィルタが実行できます。

３Ｘ３マトリクスの、フィルタリング係数は、予め代表例として、平滑、ラプラシアン、Ｐｒ
ｅｗｉｔｔ、Ｓｏｂｅｌ、Ｋｉｒｓｃｈ等が入力されており、追加、削除が自由に行えます。
また、このプログラムで、フレームメモリ上の画像を保存したり、読み込んだりすることも出
来ます。 
 アニメーション デモ (CUBE.EXE) 

簡単なグラフィックスをビデオ出力します。 立方体のワイヤーフレームモデルが
回転しながら、又、速度を変えながら移動し、画面の端で跳ね返るデモンストレー
ションプログラムです。フレームメモリを、Ｃ言語のポインタの操作によって自由
に読み書きできる事を示す例です。 

 文字表示 (PRTTEXT.EXE) 
Ｔｒｕｅ＿Ｔｙｐｅフォントをビデオ出力します。自由なサイズ、位置、階調、
色、字体の文字を、ＸＯＲモードで描画します。 

 
 
 コントロールパネル （CPNL310W.EXE） 
 ＣＴ－３００１ＲＧＢのコントロールレジスターの制御ビットをコントロールするツールで

す。 
 
 
 リサージュ曲線デモ（CIRCLE.EXE） 

ビジュアルベーシックで、リサージュ曲線を描くデモプログラムです。動作させ
る為には、Ｖｉｓｕａｌ Ｂａｓｉｃがインストールされている事が必要です。 

9) - ① - 2) コンソールアプリケーションサンプルプログラム 
ＷｉｎｄｏｗｓのＤＯＳ互換ＢＯＸ内で動作する３２ビットプログラムです。 
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 画像保存コマンド (CSAVE.EXE) 
フレームメモリ上の画像をファイルに保存するコマンドです。ビットマップ又は、汎用（べ

た）形式のフォーマットで保存できます。 
 画像読み込みコマンド (CLOAD.EXE) 
保存した画像ファイルを読み込んで、表示するコマンドです。 

 文字表示コマンド (CPRINT.EXE) 
任意のパラメータ（大きさ、字体、色、位置）で、Ｔｒｕｅ Ｔｙｐｅ文字をビデオ表示し

ます。 
 塗りつぶしコマンド (CFILL.EXE) 
長方形領域を任意の明るさで塗りつぶします。 

9) - ② ＭＳＤＯＳソフトウエアの実行 
ＭＳＤＯＳ上で動作させる場合の、付属プログラムです。画像データはＩ／Ｏにマッピング

し、Ｉ／Ｏアクセスによって行っています。以下のプログラム中で用いる、ＢＯＡＲＤ＿ＩＤ
は、ＣＴ－３００１ＲＧＢを複数枚、同一のパソコンで使用する場合の識別子で、0,1,2・・・
を指定します。 
9) - ② - 1) コントロールパネル 
（ ＣＰＮＬ３１１．ＥＸＥ）・・・ ビデオ取込等のコントロールレジスター０の各ビット

の機能を、画面上でビジュアルにコントロールします。以下のディスクセーブ、ロード等を実行
する前に本プログラムで実行の準備をして下さい。機能ブロックの変更は ～ キー、
又は↑，↓キーで選択します（選択されたブロックの左部分が緑から赤に変わります。本プログ
ラムはＣＴ－３００１と共用の為、Ｆ５，Ｆ６キーも表示されますが、機能しません）。ブロッ
ク内の各機能は、→，←キー、又は各機能の先頭の１文字で選択できます。 ～ キー
の機能は、複数回押下げる事によっても選択出来ます。 選択された機能はシアン色に変わりま
す。ＢＲＴ，ＰＩＣ調整は←，→キーで微調整します（ﾌｧﾝｸｼｮﾝｷｰを複数回押下げる事によっ
て、→キーと同等に操作出来ます）。 （CR）キー の押下げで現在の設定で取込を行います。
取込中は、取込ボタンが赤に変わります。 キーは現在のコントロールレジスター０の設定
値をプロファイルに記憶します（BRT,PICの調整値は記憶されません）。このプロファイルが存
在する時、以前の設定状態で起動する事が出来ます。このプロファイル（ＣＰＮＬ３１０．ＤＦ
Ｎ）はＰＡＴＨ環境変数で設定されたＰＡＴＨの順に検索し、無ければカレントディレクトリに
生成されます。起動時、どこにもこの”ＣＰＮＬ３１０．ＤＦＮ”が存在しない時は、全ての設
定値は０にクリアされます（NATIVﾋﾞｯﾄを除く）。  又は キーの押下げで終了しま
す。  画面の左下に、現在のコントロールレジスター０、Ｉ／Ｏポート及びメモリーのベースア
ドレスの値が、右下にＢＲＴ，ＰＩＣの調整値が１６進値で表示されます。本プログラムはCONF
IG.SYS内に”DEVICE=ANSI.SYS”の登録をしてＤＯＳ／Ｖ機で使用します。９８機ではCPNL310.E
XEを実行して下さい。 
 
１）ＣＰＮＬ３１１  
プロファイル（設定を書き込んだファイル）による設定に戻して、画面による操作を行いま

す。 
２）ＣＰＮＬ３１１ Ｒ  
プロファイル（ＣＰＡＮＥＬ．ＤＦＮ）による設定のみを実行し、終了します。 
 

３）ＣＰＮＬ３１１ ＩＤ   
ＩＤ ： ＢＯＡＲＤ＿ＩＤ Ｎｏ．（０，１，２，．．．．） 
この書式はＣＴ－３００１ＲＧＢを複数枚使用する場合に、各ボードを個別に指定します。 
 
9) - ② - 2) ディスクへのセーブ・ロード 

８ビット汎用フォーマット（ベタ形式）で、ディスクにセーブ、或いは、ロードします。ロ
ード時、スルー画像が選択されている場合は、／Cｵﾌﾟｼｮﾝで制御値を変更しない限り、ロード
された画像は表示されません。 
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  ＶＳＡＶＥ ［／option１ ／option２］ Ｆｉｌｅｎａｍｅ    ： セーブ 
  ＶＬＯＡＤ ［／option１ ／option２］ Ｆｉｌｅｎａｍｅ    ： ロード 
 

      Ｏｐｔｉｏｎ： 
            ／Ｉ ：  ＢＯＡＲＤ＿ＩＤ、複数枚使用する場合のＩＤ（ﾃﾞﾌｫﾙﾄは０）。 
            ／Ｃ ：  ｺﾝﾄﾛｰﾙﾚｼﾞｽﾀｰ０の制御値（１６進値）。 
            ／？ ：  ヘルプ表示のみを実行します。 
 
例）ｖｓａｖｅ  ／ｉ１  ／ｃ２１０  ａｂｃ．ｒａｗ  
9) - ② - 3) 画面クリア 
  画面を指定色（デフォルトは黒）でクリアします。 
  ＶＣＬＥＡＲ ［／option１ ・・・・］  
 

       Ｏｐｔｉｏｎ： 
            ／Ｉ ：  ＢＯＡＲＤ＿ＩＤ、複数枚使用する場合のＩＤ（ﾃﾞﾌｫﾙﾄは０）。 
            ／Ｃ ：  ｺﾝﾄﾛｰﾙﾚｼﾞｽﾀｰ０の制御値（１６進値）。 
            ／Ｄ ：  ０以外の値でＦｉｌｌしたい場合に指定します（１６進値）。 
            ／？ ：  ヘルプ表示のみを実行します。 
 
例）ｖｃｌｅａｒ  ／ｉ２  ／ｄｆｆｆｆ００  ／ｃ１０  
    ３枚目をフレーム画像表示に切換え、シアン色でクリア（塗りつぶし）します。 
9) - ② - 4) デバッグコマンド 
ダブルワード（３２ﾋﾞｯﾄ）のＩ／Ｏ入出力を行うデバッグ用コマンドです（WindowsのＤＯＳ

互換ＢＯＸ内でも動作します）。 
ＯＵＴＤＷ ＰＯＲＴ ＤＡＴＡ     ：  ＯＵＴＰＵＴ 

  ＩＮＤＷ ＰＯＲＴ ／option       ： ＩＮＰＵＴ 
 
    ＰＯＲＴ  ：  Ｉ／Ｏポートアドレス 
    ＤＡＴＡ  ：  Ｒ／Ｗデータ、ＯＵＴＰＵＴ時は桁数に応じた出力が実行されます。 
                  ２桁以下           ・・・ ＢＹＴＥ． 
                  ３桁以上、４桁以下 ・・・ ＷＯＲＤ． 
                  ５桁以上、８桁以下 ・・・ ＤＷＯＲＤ． 
    Ｏｐｔｉｏｎ： 
           ／Ｂ          ・・・ ＢＹＴＥ． 
         ／Ｗ          ・・・ ＷＯＲＤ． 
         ／Ｄ          ・・・ ＤＷＯＲＤ． 
9) - ② - 5) ＰＣＩレジスター表示 
 現在のＰＣＩコンフィギュレーションレジスターの内容を表示します（WindowsのＤＯＳ互換
ＢＯＸ内でも動作します）。 
  ＧＥＴＰＣＩＸ ／Ｄ３００１ ［／option］  
 

       Ｏｐｔｉｏｎ： 
            ／Ｂ ：  ＢＯＡＲＤ＿ＩＤ、複数枚使用する場合のＩＤ（ﾃﾞﾌｫﾙﾄは０）。 
            ／？ ：  ヘルプ表示のみを実行します。 
例）ｇｅｔｐｃｉｘ  ／Ｄ３００１ ／ｂ１  
 

10) ビデオ信号の調整 
  出荷時には、規定レベルに調整されておりますが、調整の必要が有る場合は、図 5）調整Ｖ
Ｒ・ＪＰ配置図を参照して、下記の要領で調整して下さい。 
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10) - ① ＢＲＴ  ＶＲ 
Ａ／Ｄの入力オフセットを調整します。右回しで、ゼロレべルの変換値は＋の値を持ちます。この調整

値に対してｺﾝﾄﾛｰﾙﾚｼﾞｽﾀｰをプログラムで制御して微調することが出来ます。アナログスルー画像(THRU/D5=
1)には反映しません。 

10) - ② ＰＩＣ  ＶＲ 
 Ａ／Ｄの入力ゲインを調整します。右回しで、変換値は大きくなります。この調整値に対してｺﾝﾄﾛｰﾙﾚ

ｼﾞｽﾀｰをプログラムで制御して微調することが出来ます。アナログスルー画像(THRU/D5=1)には反映しませ
ん。 

10) - ③ ＯＧ  ＶＲ 
メモリー画像（Ｄ／Ａ）の出力ゲインを調整します。右回しで大きくなります。 

10) - ④ ＳＯＧジャンパー 
グリーン信号に同期信号が付加された（Ｓｙｎｃ Ｏｎ Ｇ）ＲＧＢ信号を入力する場合、ジャンパー

を下図のように切換えます。 
 
 
 
 
 

10) - ⑤ ＭＥＮＢジャンパー 
ボード上の画像メモリーを、メモリーとしてマッピングするかどうかを切換えます。ＪＰ有り時（出荷

時）はメモリーマップをＯＮします。 
 

 
 
 
 

図 5）調整ＶＲ・ＪＰ配置図 

11) コントロールレジスター 
  コントロールレジスターはＩ／Ｏにマップされたレジスターで、ＩＯ＿ＢＡＳＥから２８バイ
ト占有します。 

 

 

   NOR SOG    NOR SOG 
ＳＯＧの場合 通常の場合 

（出荷時） 

ＰＩＣ ＶＲ 

ＢＲＴ ＶＲ ＭＥＮＢ ＪＰ ＯＧ ＶＲ 

ＳＯＧ ＪＰ 

オプション 
(3.3Vｲﾝﾊﾞｰﾀｰ) 
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ｺﾝﾄﾛｰﾙﾚｼﾞｽﾀｰNo ｵﾌｾｯﾄｱﾄﾞﾚｽ（IO_BASE＋） 機能 
０ ０ ボード制御 
１ ４ Ｒ／Ｗアドレス（画像I/Oｱｸｾｽ） 
２ ８ Ｒ／Ｗデータ（画像I/Oｱｸｾｽ） 
３ １２ （SYSTEM RESERVED） 
４ １６ ルックアップテーブル入力値、etc 
５ ２０ ルックアップテーブル出力値 
６ ２４ ポジション制御（Ｈ／Ｖ） 

 

11) - ① ｺﾝﾄﾛ-ﾙﾚｼﾞｽﾀｰ０（ＣＯＮＴＲＯＬ） 
パワーオン時（又はリセット時）はＮＡＴＩＶ以外のビットは全て０にリセットされます。 
 
 （ＩＯ＿ＢＡＳＥ＋０）ビット アサイン表 

 ７ ６ ５ ４ ３ ２ １ ０  ＯＵＴ ＩＮ  
          ＳＴＡＲＴ UNDER_WRIT  
        ＥＶＥＮ SAME LEFT  
        (READBACK)  
       ＯＤＤ 〃  
          
      ＮＡＴＩＶ 〃  
         
     ＦＲＡＭＥ 〃  
        
    ＴＨＲＵ 〃  
       
   NOT USED 〃  
      
  TRIG MODE FRAME_  

  INDEX  
 
 （ＩＯ＿ＢＡＳＥ＋１）ビット アサイン表 

 １５ １４ １３ １２ １１ １０ ９ ８  ＯＵＴ ＩＮ  
          Ｒ－ＩＮＨ SAME LEFT  
         (READBACK)  
        Ｇ－ＩＮＨ 〃  
          
       Ｂ－ＩＮＨ 〃  
         
      ＥＸＴ_ＳＹＮ ＭＥＮＢ  
        
     Ｆ＿ＳＨＵＴ SAME LEFT  
     (READBACK)  
    ＬＴ１ 〃  
      
   ＩＯ＿ＭＥＭ 〃  
     
  ＭＳＥ “０”  
  (ALLWAYS “0”)  
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 （ＩＯ＿ＢＡＳＥ＋２） ： ＢＲＴ，ＰＩＣ ＴＲＩＭ 
 

 ２３ ２２ ２１ ２０ １９ １８ １７ １６ 
        
   PIC    BRT  

                   コントロールデータ 
ＢＲＴ，ＰＩＣの値を微調するデータをセットし、ＬＴ１でラッチします。 

 
 （ＩＯ＿ＢＡＳＥ＋３）ビットアサイン表 ： 外部トリガ制御 

 
 ３１ ３０ ２９ ２８ ２７ ２６ ２５ ２４  ＯＵＴ ＩＮ  
          Not Used “０”  
           
        Not Used “０”  

           
       Not Used “０”  

         
      NTSC_OUT ＤＦＶ  
        
     ＴＳ０ SAME LEFT  
     (READBACK)  
    ＴＳ１ 〃  
      
   TRIG_DIR 〃  
     
  ＴＲＳＥ EX_TRIG_IN  

    
 

11) - ② コントロールレジスタ０の各ビットの出力機能 

11) - ② - 1) ＴＲＩＧＭＯＤＥ（Ｄ7），ＳＴＡＲＴ（Ｄ0） 
 画像の取込を下表の通り制御します。 

 
 

TRIG MODE 
 （Ｄ7） 

 START 
（Ｄ0） 

 取 込 動 作 
 

 
 

 ０ ０ 取込停止  
 
 

０ 
 

１ 
 

ワンショット(1回のみ、ＳＴＡＲＴビット 
は０に戻す必要はありません）。 

 
 

 １ ０ 取込停止  
 
 

１ 
 

１ 
 

連続取込 （メモリーは常に新しい画像に 
更新されます。） 

 
 

 
 

11) - ② - 2) ＯＤＤ（Ｄ2），ＥＶＥＮ（Ｄ1） 
 画像取込 及び 表示時の、メモリーフォーマット、及びフィールド／フレームを切換えま
す。フレームシャッターカメラモードでは、設定値は意味を持ちません。設定値は内部ＶＤに
同期して切り換ります。 

 
 

 ＯＤＤ 
（Ｄ2） 

ＥＶＥＮ 
（Ｄ1） 

メモリー 
フォーマット 

フィールド／フレーム 
 

 
 

 ０ ０  ミックス フレーム  
 ０ １  ＥＶＥＮ（第一）フィールド  
 １ ０  セパレート ＯＤＤ（第二）フィールド  
 １ １  フレーム  
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11) - ② - 3) ＴＨＲＵ，ＦＲＡＭＥ，ＮＡＴＩＶＥ（Ｄ５～Ｄ３） 
 画面の表示モードを制御します。（取込には影響しません。設定値は内部ＶＤに同期して切
り換ります。） 

 
 

ＴＨＲＵ 
（Ｄ5） 

ＦＲＡＭＥ 
 （Ｄ4） 

ＮＡＴＩＶ 
 （Ｄ3） 

 表 示 モ ー ド 
 

 
 

 ０ ０ ０ 画像ＯＦＦ  
 ０ ０ １ 入力生画像  
 ０ １ ０ フレームメモリー画像  
 
 

０ １ 
 

１ 
 

スーパーインポーズ 
（入力生画像にﾌﾚ-ﾑﾒﾓﾘ-の画像を重畳） 

 
 

 １ ｘ ｘ 入力生画像（アナログスルー画像）  
 
11) - ② - 4) Ｒ－ＩＮＨ，Ｇ－ＩＮＨ，Ｂ－ＩＮＨ（ Ｄ１０～Ｄ８） 
  Ｒ，Ｇ，Ｂの色成分を個別に、メモリーへの書き込みを禁止したい場合に該当ビットを
“１”にセットします。本ビットの設定及び変更時はＭＳＥビットを同時に“１”にする必要
があります。 
 
 

ＩＮＨ 
（Ｄ１０～８） 

動作 
 

 
 

  ０ 書き込み可  
  １ 書き込み禁止  
 

11) - ② - 5) ＥＸＴ＿ＳＹＮ（Ｄ１１） 
： ＥＸＴｅｒｎａｌ＿ＳＹＮｃｈｒｏｎｉｚｅ 
  （ビデオカメラに）ランダムリセットを掛ける場合に使用します。ボード内部の制御回路
は常に、入力されているビデオ信号に同期しています。入力が無い場合や、ＶＤが周期的に来
なかった場合、内部回路はその信号を補完し発生させています。この為、ランダムリセットモ
ードを掛けた時にのみＶＤを発生する場合や、内部でＶＤが補完されると不都合が生じる場合
に使用します（入力信号内のＶＤは、スタート時のタイミングの参照のみに使用され以降は内
部タイミングによるＶＤが使用されます）。フレームシャッターモード（D12=1）選択時は自
動的に外部同期基準が選択されますので、このビットを設定する必要は有りません。外部同期
基準が設定されている時、入力ビデオ信号が無い状態で取込みを行なうと、ビデオ信号が入力
されるまで待機状態（UNDER_WRIT(D0)＝１）が継続されます。解除する為には外部同期基準を
外して下さい（ ＥＸＴ＿ＳＹＮ＝０）。本ビット設定及び変更時はＭＳＥビットを同時に
“１”にする必要があります。 
 
 

ＥＸＴ＿ＳＹＮ 
（Ｄ１１） 

同期基準 
 

 
 

  ０ ＯＦＦ（内部同期基準）  
  １ ＯＮ（外部同期基準）  

 
11) - ② - 6) Ｆ＿ＳＨＵＴ（Ｄ１２） 
： Ｆｒａｍｅ＿ＳＨＵＴｔｅｒ＿camera_mode 
フレームシャッターカメラまたはＶＧＡカメラのプログレッシブスキャンモードで取り込む

場合に選択します。本ビット設定及び変更時はＭＳＥビットを同時に“１”にする必要があり
ます。 
 
 

Ｆ＿ＳＨＵＴ 
（Ｄ１２） 

フレームシャッターカメラ 
モード（１／３０Ｎ） 

 
 

  ０ ＯＦＦ(2:1ｲﾝﾀｰﾚｰｽ)  
  １ ＯＮ  

 
11) - ② - 7) ＬＴ１（Ｄ１３） 
 ＰＩＣ（A/Dの入力ゲイン），ＢＲＴ（A/Dのオフセット）を微調整する為のラッチ制御ビッ
トです。D16～D23に値（下表の位置）をセットして、ＬＴ１を０→１に変化させることでラッ
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チされます。負数のセットで明るくなります（暗＝＋７～－８＝明を２の補数でセット、リセ
ット時は０）。本ビットの設定及び変更時はＭＳＥビットを同時に“１”にする必要がありま
す。 

 ２３ ２２ ２１ ２０ １９ １８ １７ １６ 
        
         

                  ＰＩＣ         ＢＲＴ 
 

11) - ② - 8) ＩＯ＿ＭＥＭ（Ｄ１４） 
： Ｉ／Ｏ＿ｏｒ＿ＭＥＭｏｒｙ 
画像メモリーのＲ／Ｗを、Ｉ／Ｏマップレジスターで行うのか、メモリーマップして行うの

かを選択します。本ビットの設定及び変更時はＭＳＥビットを同時に“１”にする必要があり
ます。選択されていないマップで制御を行うと、システムのハングアップ等重大なエラーとな
りますのでご注意下さい。 

 
 

ＩＯ＿ＭＥＭ 
（Ｄ１４） 

Ｒ／Ｗ方法 
 

 
 

 ０ Ｍｅｍｏｒｙ  
 １ Ｉ／Ｏ  

 

ＭＥＮＢジャンパーを外して、Ｉ／Ｏマップオンリーで立ち上げた場合、Ｉ／Ｏでの制御のみが有効ですが、本ビットを
“１”にした後、ＰＣＩコンフィギュレーションレジスターを操作してメモリーマップを可能に出来ます。 

 
11) - ② - 9) ＭＳＥ（Ｄ１５） 
： Ｍｏｄｅ＿Ｓｅｔ＿Ｅｎａｂｌｅ 
ＩＯ＿ＢＡＳＥ＋１バイト（Ｄ８～１４ビット）設定時のイネーブルビットとして使用しま

す。上記の何れかのビットを設定する場合は、上記のビットを全て揃えて、且つ本ビットを同
時に“１”にする必要があります。本ビットが“０”の場合は、０～１４ビットの如何なる設
定に於いても、値は変化しません。 

 
 

ＭＳＥ 
（Ｄ１５） 

設定の可否 
(Ｄ８～１４) 

 
 

 ０ 不可（D8～D14は以前の値を保持）  
 １ 可  

 
11) - ② - 10) ＮＴＳＣ＿ＯＵＴ（Ｄ２７） 

倍速ビデオ信号接続時に（ＤＦＶﾋﾞｯﾄの読み取り＝“１”の時）、本ビットを“１”に設定
することで、フリーズ画像を標準ＳＹＮＣ（水平周波数１５．７５ＫＨｚの２：１インタレー
スビデオ信号）で出力します。本ビットが“０”(ﾃﾞﾌｫﾙﾄ)の時は、入力信号そのままのＳＹＮ
Ｃで出力します。標準ＳＹＮＣで入力されている時は、本ビットの設定は無視されます。 
 

11) - ② - 11) ＴＳ１，ＴＳ０（Ｄ２９，Ｄ２８） 
：Ｔｒｉｇｇｅｒ Ｓｅｌｅｃｔ １，０ 
トリガー出力を下表の信号に切り替えます。 
 

ＴＳ１ ＴＳ０ 出力信号（負論理） 
０ ０ Ｄｉｒｅｃｔ ： 出力切り替えと同時に“１”(LOW) 
０ １ ＶＤ (垂直同期信号、標準信号のＦ＿ＳＨＵＴ＝１時はﾌﾚｰﾑの中

間でも出力) 
１ ０ Ｆｒａｍｅ＿Ｉｎｄｅｘ ： フレーム内の位置 
１ １ Ｗｒｉｔｅ ： メモリーに書き込み中 

 
11) - ② - 12) ＴＲＩＧ＿ＤＩＲ（Ｄ３０） 

：ＴＲＩＧｇｅｒ＿ＤＩＲｅｃｔｉｏｎ 
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ＥＸＴ－ＴＲＩＧ端子の方向を切り換えます。本ビットの設定時は、ＴＲＳＥビット（下
述）を同時に“１”にセットする必要があります。ＴＳ（１，０）＝（０，０）時は本ビット
のセットと同時に出力が“１”（端子電圧はＬＯＷ）になります。 

ＴＲＩＧ＿ＤＩＲ 方向 
０ 入力 
１ 出力 

 
11) - ② - 13) ＴＲＳＥ（Ｄ３１） 

：ＴＲｉｇｇｅｒ＿Ｓｅｔ＿Ｅｎａｂｌｅ 
上記のＴＲＩＧ＿ＤＩＲビットのセットイネーブルビットです。 

ＴＲＳＥ ＴＲＩＧ＿ＤＩＲのセット 
０ 無効 
１ 有効 

 

11) - ③ コントロールレジスタ０の各ビットの入力機能 

11) - ③ - 1) ＵＮＤＥＲ＿ＷＲＩＴｉｎｇ（Ｄ0） 
ＳＴＡＲＴビット（Ｄ0）、又は、外部トリガ入力信号が、アクティブになってから取込中

の間､“１” を返します。 
 

11) - ③ - 2) Ｄ１～Ｄ６ 
ＯＵＴＰＵＴした値をそのまま読み取ります（リードバック）。 
 

11) - ③ - 3) ＦＲＡＭＥ＿ＩＮＤＥＸ（Ｄ７） 
 現在、１フレーム内のどの位置をスキャニング中かを読み取ります。 
 

Ｆ＿ＳＨＵＴ（D12） ※注  
 

ＦＲＡＭＥ_IＮＤＥＸ 
 （Ｄ7） ０ １ 

 
 

  ０ ＥＶＥＮ UPPER HALF  
  １ ＯＤＤ LOWER HALF  
※ 注）ＶＧＡモード（倍速）時は、フレームの先頭の１Ｈ時間の間“１”で以降は“０”
を読み取ります。 

 
11) - ③ - 4) Ｄ８～Ｄ１０ 

ＯＵＴＰＵＴした値をそのまま読み取ります。 
 

11) - ③ - 5) ＭＥＮＢ（Ｄ１１） 
  ＭＥＮＢジャンパースイッチの有無を読み取ります。 

 
 

ＭＥＮＢ 
（Ｄ１１） 

ジャンパー 
スイッチ 

メモリーマップ機能 
 

 
 

 ０ 無 不可  
 １ 有 可  

 
11) - ③ - 6) Ｄ１２～Ｄ１４ 

ＯＵＴＰＵＴした値をそのまま読み取ります。 
 

11) - ③ - 7) Ｄ１５ 
常に“０”を読み取ります。 
 

11) - ③ - 8) Ｄ１６～Ｄ２３ 
ＯＵＴＰＵＴした値をそのまま読み取ります。 
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11) - ③ - 9) Ｄ２４～Ｄ２６ 

常に“０”を読み取ります。 
11) - ③ - 10) ＤＦＶ（Ｄ２７） 

入力に倍速信号が接続されている時“１”、標準信号時は“０”を読み取ります。本ビット
が“１”で、NTSC_OUT（D27）ﾋﾞｯﾄが“０”の時（ﾃﾞﾌｫﾙﾄ）は、ボード上の全ての制御が倍速
モードに自動的に切換わります。 
 

11) - ③ - 11) Ｄ２８～Ｄ３０ 
TS0, TS1, TRIG_DIRのＯＵＴＰＵＴされている値を読み取ります。 
 

11) - ③ - 12) ＥＸ＿ＴＲＩＧ＿ＩＮ（Ｄ３１） 
ＴＲＩＧ端子の状態を読み取ります（LOW/HIGH = 1/0）。 
 

11) - ④ ｺﾝﾄﾛ-ﾙﾚｼﾞｽﾀｰ１（ ＡＤＤＲＥＳＳ  ＲＥＧＩＳＴＥＲ） 
 （ＩＯ＿ＢＡＳＥ＋４） 
Ｉ／Ｏマップ時に、Ｒ／Ｗするアドレスをセットします（０～２Ｍｂ）。 下位２ビット（1、
０）は、セット値に拘わらず常に“０”となります。ＩＮＰＵＴ時は、次にＲ／Ｗされるアド
レスが入力されます（アドレスの上位は、メモリーマップされている時、MEMORY_BASE_ADDRES
Sが読み取れます）。本レジスターは、ＩＯ＿ＭＥＭビット（ｺﾝﾄﾛｰﾙﾚｼﾞｽﾀｰ0、ﾋﾞｯﾄ14）が
“１”の時のみ有効です、又、 画像データ（ｺﾝﾄﾛ-ﾙﾚｼﾞｽﾀ２）のＲ／Ｗによって本レジスター
の値は＋４オートインクリメントされます。 
 
                        ｺﾝﾄﾛ-ﾙﾚｼﾞｽﾀｰ１ ビット アサイン表 
 

 ３１ ３０ ２９ ２８ ２７ ２６ ２５ ２４ ２３ ２２ ２１ ２０ １９ １８ １７ １６ 
          

 

 

                                                       R/W ADDRESS(20-16) 
 

 １５ １４ １３ １２ １１ １０ ９ ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １ ０ 
                 

 

                             R/W ADDRESS(15-2)                          Ｘ  Ｘ 

11) - ⑤ ｺﾝﾄﾛ-ﾙﾚｼﾞｽﾀｰ２ （ ＤＡＴＡ  ＲＥＧＩＳＴＥＲ） 
 （ＩＯ＿ＢＡＳＥ＋８） 
Ｉ／Ｏマップ時の画像データをＲ／Ｗします。本レジスターは、ＩＯ＿ＭＥＭビット（ｺﾝﾄﾛｰﾙ
ﾚｼﾞｽﾀｰ0、ﾋﾞｯﾄ14）が“１”の時のみ有効です。本レジスターのＲ／Ｗ（バイト、ワード、ダ
ブルワードの何れによっても）によって、アドレスを＋４オートインクリメントします。 
 
                       ｺﾝﾄﾛ-ﾙﾚｼﾞｽﾀｰ２ ビット アサイン表 

 ３１ ３０ ２９ ２８ ２７ ２６ ２５ ２４ ２３ ２２ ２１ ２０ １９ １８ １７ １６ 
          

 

 

                              Ｒ／Ｗ ＤＡＴＡ（31 - 16） 
 

 
 １５ １４ １３ １２ １１ １０ ９ ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １ ０ 
                 

 

                              Ｒ／Ｗ ＤＡＴＡ（15 - 0） 
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11) - ⑥ ｺﾝﾄﾛ-ﾙﾚｼﾞｽﾀｰ４（ＬＵＴＡ ＲＥＧＩＳＴＥＲ） 
（ＩＯ＿ＢＡＳＥ＋１６） 
 ＬＵＴ（Ｌｏｏｋ Ｕｐ Ｔａｂｌｅ）の各色成分ＲＧＢへの入力値の設定、およびメインフレー
ム、サブフレームのスーパーインポーズのモードを設定します。ＳＦＳＥ(D31)、ＳＭＳＥ(D27)以
外のビットの読み込みは、現在のレジスタの設定値を返します。 
 

                             ｺﾝﾄﾛ-ﾙﾚｼﾞｽﾀ４ ビットアサイン表 
 ３１ ３０ ２９ ２８ ２７ ２６ ２５ ２４ ２３ ２２ ２１ ２０ １９ １８ １７ １６ 
          

     

 

          Ｂ Ｇ  Ｒ     Super_Mode    (Ｂ) Ｉ＿ＤＡＴＡ（23-16） 
      (ＳＳＣ)          LUT_WE  
               ＳＭＳＥ 
         ＳＦＳＥ 

 
 
 １５ １４ １３ １２ １１ １０ ９ ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １ ０ 
                 

   

                   (Ｇ) Ｉ＿ＤＡＴＡ (15-8)      (Ｒ) Ｉ＿ＤＡＴＡ（7-0） 
 

ＳＦＳＥ：   Ｓｕｂ Ｆｒａｍｅ Ｓｕｐｅｒ Ｅｎａｂｌｅ 
ＳＳＣ：    Ｓｕｂ Ｓｕｐｅｒ Ｃｏｌｏｒ 
ＳＭＳＥ：   Ｓｕｐｅｒ Ｍｏｄｅ Ｓｅｔ Ｅｎａｂｌｅ 
ＬＵＴ＿ＷＥ： ＬＵＴ Ｗｒｉｔｅ Ｅｎａｂｌｅ 
 
 

11) - ⑥ - 1) Ｒ、Ｇ、Ｂ Ｉ＿ＤＡＴＡ（Ｄ０～Ｄ２３：Ｒ／Ｗ） 
出力値をＲ／ＷしたいＬＵＴの入力値を、ＲＧＢ各成分について設定します。 
 

11) - ⑥ - 2) ＬＵＴ＿ＷＥ 
ＬＵＴへの書き込みを許可します。本ビットが“０”のときはＬＵＴＤ(ｺﾝﾄﾛｰﾙﾚｼﾞｽﾀ５)へ

値を書き込んでもＬＵＴ値は変更されません。 
 

11) - ⑥ - 3) Ｓｕｐｅｒ＿Ｍｏｄｅ 
スーパーインポーズのモードを指定します。メインフレーム、サブフレームの双方のスーパ

ーインポーズに機能します。 
 

SMSE Super Mode 
(D27) (D26) (D25) 

 

機 能 

１ ０ ０  ＯＲ（透かし合成） 
１ ０ １  ＸＯＲ（排他的合成） 
１ １ ０  ＲＥＰＬａｃｅ（置換え） 
１ １ １  （ＯＲ） 
０ × ×  無変化（以前の設定値） 

※ ＳＭＳＥ ： Super Mode Set Enable 
 
 

11) - ⑥ - 4) ＳＳＣ 
： Ｓｕｂ Ｓｕｐｅｒ Ｃｏｌｏｒ 
 サブフレームの出力およびその色を設定します。 
本機能を有効にするとメインフレームに優先してサブフレームが出力されます。 
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SFSE Ｂ Ｇ Ｒ 
(D31) (D30) (D29) (D28) 

Ｓ Ｓ Ｃ 
ｻﾌﾞｽｰﾊﾟｰ色 

１ ０ ０ １ 赤 
１ ０ １ ０ 緑 
１ ０ １ １ 黄 
１ １ ０ ０ 青 
１ １ ０ １ マゼンダ 
１ １ １ ０ シアン 
１ １ １ １ 白 
１ ０ ０ ０ ＯＦＦ(ｻﾌﾞｽｰﾊﾟｰOFF) 
０ × × × 無変化（以前の設定値） 

※ＳＦＳＥ ： Sub Frame_super Set Enable 
 

11) - ⑦ ｺﾝﾄﾛ-ﾙﾚｼﾞｽﾀｰ５（ＬＵＴＤ ＲＥＧＩＳＴＥＲ） 
（ＩＯ＿ＢＡＳＥ＋２０） 
ＬＵＴの設定値の書き込み、読み込み、及び現在動作しているファームウエア（６６MHz または３
３MHz 用）とそれが動作しているＰＣＩバスの状況を読み取ります。D24～D29 は使用されていませ
ん（読み取りは常に“０”を返します）。 

               
                             ｺﾝﾄﾛ-ﾙﾚｼﾞｽﾀ５ ビットアサイン表 
 ３１ ３０ ２９ ２８ ２７ ２６ ２５ ２４ ２３ ２２ ２１ ２０ １９ １８ １７ １６ 
          

     

 

                            (Ｂ) Ｏ＿ＤＡＴＡ（23-16） 
          M66EN   ： M66EN_PIN Status（Read Only） 
         66FETUR ： 66MHzPCI Feature Installed（Read Only） 

 
 １５ １４ １３ １２ １１ １０ ９ ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １ ０ 
                 

   

                  (Ｇ) Ｉ＿ＤＡＴＡ (15-8)     (Ｒ) Ｏ＿ＤＡＴＡ（7-0） 
 
11) - ⑦ - 1) Ｒ，Ｇ，Ｂ Ｏ＿ＤＡＴＡ（Ｄ０～Ｄ２３：Ｒ／Ｗ） 
Ｉ＿ＤＡＴＡで指定した入力値に対応する出力値の読み取り及び書き込みを行います。書き込
みを行う場合、LUT_WE ﾋﾞｯﾄが”１”に設定されていないと実行されません。ＲＧＢのＬＵＴ値
を各単独で設定することができませんので、本レジスタを読取った後、変更する色成分のみを
アップデートして書き込んでください。バイトアクセスの場合は最上位バイト（D16～23）の設
定で書き込みを行います。 
 
11) - ⑦ - 2) Ｍ６６ＥＮ，６６ＦＥＴＵＲ（Ｄ３０，Ｄ３１：Ｒｅａｄ Ｏｎｌｙ） 
現在ボード上にインストールされているファームウエアとＰＣＩバス上の動作状況は下表のよ
うになります。 
66FETUR M66EN ＰＣＩバス上の動作 ファームウエア 
１ １ ６６MHzＰＣＩ上で６６MHz 動作 ６６MHz 用 
１ ０ ３３MHzＰＣＩ上で６６MHz ﾌｧｰﾑｳｴｱ装着 ※１ ６６MHz 用 
０ １ ６６MHzＰＣＩ上で３３MHz ﾌｧｰﾑｳｴｱ装着 ※２ ３３MHz 用 
０ ０ ３３MHzＰＣＩ上で３３MHz 動作 ３３MHz 用 

 
※ １ : リコンフィギュレーター（ISFR Reconfigurator）で３３MHz 用ファームウエアをロ
ードしてください（ﾍﾟｰｼﾞ29参照）。この状態では、コントロールレジスターは正常に動作し
ますが、画像データのアクセスはできません。 
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※ ２ ： ボードを３３MHz スロットに差し替えて、リコンフィギュレーターで６６MHz 用ファ
ームウエアをロードしてください（ﾍﾟｰｼﾞ29参照）。 

 

11) - ⑧ ｺﾝﾄﾛｰﾙﾚｼﾞｽﾀｰ６（ポジション制御 ＲＥＧＩＳＴＥＲ） 
（ＩＯ＿ＢＡＳＥ＋２４） 
 
水平及び垂直の取込位置及び表示位置（H_POS／V_POS）を変更します。水平位置を変更する

場合、本レジスタを読み取って現在の設定値を得て、現在の取り込み位置からの相対値をその
値に加減算して設定して下さい。垂直位置（V_POS）の設定は、位置ｎ（ｎはＶＤの前縁より
カウウントした走査線数）に対して、２：１インタレース信号時は奇数値で（２ｎ－１）を、
プログレシブ信号（F_SHUT=1）時は（ｎ－１）を設定します。取り込み範囲は水平方向は設定
した位置から６４０画素、垂直方向はその走査線から４８６Ｈ（２：１ｲﾝﾀｰﾚｰｽ時は２４３
Ｈ）の範囲が取り込みの対象となります。本レジスタを読み取りは現在の設定値を返します。
本レジスタの、Ｄ１６～３１のビットは使用されていません（読み取り時は常に“０”を読み
取ります）。 

 
 １５ １４ １３ １２ １１ １０ ９ ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １ ０ 
                 

   

                    Ｖ＿ＰＯＳ (15-8)         Ｈ＿ＰＯＳ（7-0） 

12)  画面アドレスとメモリーアドレスとの対応 
画像メモリーのベースアドレス（ MEMORY_BASE ）は、ＰＣＩ ＢＩＯＳがＰＣＩ コンフ

ィギュレーションサイクルを実行して決定します。画像メモリーはこのベースアドレスから２
Ｍバイトのリニアな空間を占有します。Ｘ方向には１０２４画素占有しますが、この内、最初
の６４０画素分が画像データで、残りの３８４画素分のメモリー（1536ﾊﾞｲﾄ）はダミー領域で
何も書き込まれません。但し、ダミー領域の各フィールドの最初の３８４画素にはゼロ点校正
用のキャリブレーションデータが入力されます（各フィールドの第６走査線（ブランキング領
域）の後半がサンプルされています）。以下に、マップ図、メモリーアドレス計算式、メモリ
ーアドレスビット対応表を示します。 MEMORY_BASE部は、物理アドレスの場合はＰＣＩｺﾝﾌｨｷﾞ
ｭﾚｰｼｮﾝﾚｼﾞｽﾀｰの取得値を、WINDOWS上ではドライバから取得したリニアアドレスを代入して下
さい。図 6）ボード上メモリーのマップ図を示します。本項中で使用する％記号は剰余を示し
ます。 

12) - ① ミックスモード 
画素（Ｘ，Ｙ）の メモリーアドレス ＡＤＲＳの計算式 

 
ＡＤＲＳ＝ MEMORY_BASE＋（Ｙ＊1024＋Ｘ）＊ ４ 
 
             ミックスモード時のアドレスビット構成 
 

  ３１                            21 ２０                １２ １１                 ２ １ ０ 

     

              

        MEMORY_BASE             Ｙ-address        Ｘ-address     Color 
          (11bit)                 (9bit)            (10bit)     (2bit） 

 
図 7）にミックスモード時のメモリーアドレスと画面上の位置との対応図を示します。 
 

12) - ② セパレートモード 
画素（Ｘ，Ｙ）の 物理メモリーアドレス ＡＤＲＳの計算式 
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ＡＤＲＳ＝ MEMORY_BASE＋ (Y%2)＊100000h＋（(Y/2)＊1024＋Ｘ）＊４ 
 

                  セパレートモード時のアドレスビット構成 
 

  ３１                            21 ２０ １９            １２ １１                ２ １ ０ 

    

                 

          MEMORY_BASE       E/O  Ｙ-address       Ｘ-address    Color 
           (11bit)        (1bit)   (8bit)           (10bit)    (2bit） 
注）E/O は ＥＶＥＮ／ＯＤＤフィールドを示します。 
 
図 8）にセパレートモード時のメモリーアドレスと画面上の位置との対応図を示します。 

12) - ③ 画素の構成 
各画素は３２ﾋﾞｯﾄで構成されます（32ﾋﾞｯﾄﾊﾟｯｸﾄﾞﾋﾟｸｾﾙ）。下図のように、アドレスの小さい方
からＲ(赤)，Ｇ(緑)，Ｂ(青)成分が各１バイトずつ占有します。最後のＳＵＢバイトは、サブ
フレームを構成します。 

 
 ＳＵＢ Ｂ Ｇ Ｒ 

       31          24 23         16 15          8  7          0 
 

12) - ④ 画像メモリーのアクセス方法 
画像メモリーは、表示中、取込中の制約無しに、パソコンの内臓メモリーと同様にアクセス出

来ます。以下に、メモリー或いはＩ／Ｏとしてアクセスする場合の方法を示します。 
 

12) - ④ - 1) メモリーアクセス 
メモリーにマッピングしてアクセスする場合の、注目する画素のメモリーアドレスは、前項

或いは前々項のＡＤＲＳの値となります（Ｗｉｎｄｏｗｓ，Ｌｉｎｕｘ上では、デバイスドラ
イバーでこの値をページ変換した（仮想）リニアアドレスの先頭値を取得して使用します）。 
増加方向の連続したアドレスの書込み転送では、高速なバースト転送が行われます。リアル

タイムアクセスのポイントについては、添付ディスク内（¥WINDOWS¥SRC¥）ＰＲＯＧＲＡＭ．
ＴＸＴの説明を参照下さい。 
 

12) - ④ - 2) Ｉ／Ｏアクセス 
Ｉ／Ｏにマッピングしてアクセスする場合、コントロールレジスター１(ﾍﾟｰｼﾞ17参照)に注

目する画素のメモリーアドレスを設定し、コントロールレジスター２(ﾍﾟｰｼﾞ21参照)でデータ
アクセスを行います。アドレスの設定には、MEMORY_BASE部は必要ありません（メモリーとし
てもマッピングされている場合、現在のアドレスレジスターを読み込むと、MEMORY_BASE部も
読み取れます）。次のデータのアドレスが増加方向に連続している場合は、コントロールレジ
スター１がオートインクリメント（＋４）されますので、アドレスを設定せずに連続してデー
タのアクセスが行えます。バイト或いはワードアクセスの場合は、オートインクリメントの機
能は利用できません（バイト或いはワードアクセスによっても、アドレスのオートインクリメ
ントは＋４されますので、同じアドレスを再セットする必要があります）。Ｉ／Ｏアクセスは
アドレスレジスターのセットが必要になりますので、メモリーアクセスに比べて２倍強のアク
セスタイムを必要とします。 



- 26 - 

図 6）ボード上メモリーのマップ図 

                Hex 
                                          ＭＯＤＥ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 7）ミックスモード時のメモリーアドレスと画面の対応 

       (Hex) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 8）セパレードモード時のメモリーアドレスと画面の対応 

       (Hex) 
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13) アプリケーションプログラムの開発 
  本ボードは、ＰＣＩバス上で動作しますので、使用するメモリー アドレスやＩ／Ｏアドレス
は本体の起動時、システムによって自動的に決定されます。 
本ボード付属のアプリケーションは、この設定情報を、Ｗｉｎ９５・９８・ＭＥでは、プラグ

アンド プレイのコンフィギュレーション情報（ＣＭ）、又は、ＤＯＳと共用の“ＧｅｔＰＣＩ
Ｄｅｖ( )”関数から取得しています。WinNT･2000･XPでは、コンフィギュレーション情報（Ｃ
Ｍ）のみから取得しています。 

 
ＰＣＩ識別情報 
 DEVICE_ID＝0x3001，VENDOR_ID＝0x5558. 
 Subsystem_ID=0x0001，SubsystemVendor_ID＝0x5558 

13) - ① Ｗｉｎｄｏｗｓのアプリケーション開発 
Ｗｉｎｄｏｗｓで、ＣＴ－３００１ＲＧＢの画像メモリをアクセスするプログラムは、画像メ

モリのアドレスを、デバイスドライバー（CTVXD32.VXD/Win95･98･ME,CTDEV.SYS/WinNT･2000･X
P）を通してリニアアドレスに変換して使用します。このリニアアドレスは、メモリー開放サー
ビスを実行するまで（Ｗｉｎ９５・９８・ＭＥではシャットダウンするまで）変化しませんの
で、アプリケーションプログラムは画像メモリのアクセス毎にドライバーとＩ／Ｆする必要は有
りません。 
このリニアアドレスの取得は、ドライバーに、DEVICE_ID（０ｘ３００１）と、対象とするボ

ードのインデックス（実装された複数枚のCT-3001内の識別番号、０，１，２・・・）を引数と
して与える事によって取得できます。又、Ｗｉｎ９５・９８・ＭＥでは ＧｅｔＰＣＩ( )関数に
よって物理メモリーアドレスを取得して、そのアドレスを引数として与える事によっても取得で
きます（いずれもDeviceIoControl API関数を使用します）。 
その他、詳しくは、WINDOWS¥SRCﾃﾞｨﾚｸﾄﾘｰ内の”ＤＲＩＶＥＲＳ．ＴＸＴ”を参照して下さ

い。 
使用例として、下記のソースコードが、￥WINDOWS￥SRCﾃﾞｨﾚｸﾄﾘｰに収められています（セット

アップ時にコピーされていませんので、付属ディスクからコピーしてご利用下さい）。 
 
フィルタリング ．画像モニター(CNVL_FTRﾃﾞｨﾚｸﾄﾘｰ) 
アニメーション デモ(CUBEﾃﾞｨﾚｸﾄﾘｰ) 
画像保存コマンド-CSAVEM(consoleﾃﾞｨﾚｸﾄﾘｰ) 
画像読み込みコマンド-CLOADM(consoleﾃﾞｨﾚｸﾄﾘｰ) 
 
上記プログラムをコンパイル、リンクし実行する為には、付属ディスク内の、下記のファイル

をワークディレクトリーにコピーしてご使用下さい。コンパイル時に、コマンドライン又は、ソ
ースコード内に、“ｕｓｅＰＮＰ＝１”を定義した場合は、ＰＣＩの設定情報をプラグアンド 
プレイのコンフィギュレーション情報（ＣＭ）から取得する実行ファイルが生成できます。“ｕ
ｓｅＮＴ＝１”を定義した場合は、WinNT･2000･XPで動作する実行ファイルが生成できます。 
 
“ＣＴ３００１．ＤＬＬ”： 汎用ライブラリー（ｶﾚﾝﾄﾃﾞｨﾚｸﾄﾘｰ ）  
“ＣＴ３００１．ＬＩＢ”：“CT3001.DLL”のインポートライブラリー（￥WINDOWS￥LIBﾃﾞ  
                          ｨﾚｸﾄﾘｰ）。 
“ＣＴ３００１．Ｈ”    ： 付属のライブラリ使用時のプロトタイプ宣言、各定義 
                          （￥WI NDOWS￥src￥includeﾃﾞｨﾚｸﾄﾘｰ）。 
上記のＤＬＬ、及び、ライブラリーの使用方法及び、Developpers Studio、NMAKEを使用したｺ

ﾝﾊﾟｲﾙ方法は、ＰＲＯＧＲＡＭ．ＴＸＴ（￥WINDOWS￥srcﾃﾞｨﾚｸﾄﾘｰ）内に説明されています。 

13) - ② Ｖｉｓｕａｌ Ｂａｓｉｃのアプリケーション開発 
ＶＩＳＵＡＬ ＢＡＳＩＣ上でアプリケーション開発を行う場合、”CT_VBAS.DLL”のＩ／Ｆ関数を使
用します。使用方法の詳しい説明は、付属ディスクの¥WINDOWS¥SRC¥VBASICﾃﾞｨﾚｸﾄﾘｰ内
の、”ＶＢＡＳＩＣ．ＴＸＴ”を参照下さい。VISUAL BASICでリーサージュ曲線を描画するサン
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プルコード及びWINDOWSﾌｫﾝﾄで文字描画するサンプルコードが ¥WINDOWS¥SRC¥VBASIC
ﾃﾞｨﾚｸﾄﾘｰ内に収められています。 

13) - ③ ＤＯＳのアプリケーション開発 
ＤＯＳのアプリケーション開発では、画像データを、メモリーマッピングでアクセスする場

合、ＤＯＳ－ＥＸＴＥＮＤＥＲを使用して、３２ビットで効率の良い処理が行えます。画像デー
タを、Ｉ／Ｏマッピングでアクセスする場合は、ＤＯＳ－ＥＸＴＥＮＤＥＲ等も必要とせず、旧
来の１６ビットのＣ言語等でプログラミングできます。 
アプリケーション例として、下記のサンプルソースコードが添付されています。 
 

● メモリ・アクセス例 ･････････････ Ｗａｔｃｏｍ－Ｃ／Ｃ++で画面をクリアする例が収めら
れています。実行形式は、¥DOS¥WATCOMﾃﾞｨﾚｸﾄﾘｰに、ソースコードは、¥DOS¥WATCOM¥SRCに収め
られています。詳しい説明はREADME.TXT、プログラミングの説明はPROGRAM.TXTが各々のﾃﾞｨﾚｸ
ﾄﾘｰに有ります。Ｗａｔｃｏｍ－Ｃ／Ｃ++では、ＤＯＳ上で、３２ビットのプロテクトモード
プログラムを開発し、付属のDOS-EXTENDER上で実行できます。開発中のプログラムのデバッグ
も、Code_Viewライクな環境で行う事ができます。 
● Ｉ／Ｏアクセス例 ･････････････ 以下のサンプルコードが、¥DOS¥SRCﾃﾞｨﾚｸﾄﾘｰに収められて
います。 

 
ディスクへのセーブ・ロード(VSAVE,VLOAD)。 
画面クリア(VCLEAR)。 

13) - ④ Ｌｉｎｕｘのアプリケーション開発 
 Ｌｉｎｕｘドライバー（CTDEV）及び、サンプルソース（sampl.c）が添付されています。使

用方法は、下記コマンドで解凍後、“driver.txt” （SHIFT_JISｺｰﾄﾞ）を参照下さい（参照でき
ない場合は、”nkf – e – O driver.txt”を実行して、EUCｺｰﾄﾞ出力の”nkf.out”を参照下さ
い）。 

 
 ｔａｒ ｘｆｖｚ ｃｔｄｅｖ．ｔｇｚ↓ 

 
ＬｉｎｕｘはオープンソースのＯＳである為、ＯＳに詳しい方やプログラミングに馴れた方
にとっては使い易く自由度の高い環境を提供するＯＳですが、そうでない方にとっては使い辛
い側面を持つＯＳです。ドライバーは異なるカーネルバージョンに対して殆ど互換性がありま
せん。従って、添付のドライバーが、ご使用のLinixのKernel_Versionと合わない場合、概ね

再コンパイルの必要があります。また、添付のドライバーのソースコードも将来のカーネルに対して動作
を保証するものではありませんので、場合によってはソースコードの改変も必要になります。これらは、
サポートの対象外とさせて頂きますので、ご自身の責任に於いて解決するご意思若しくは自信のない方の
ご使用はお薦めできませんので、予めご了承下さい。 

14) ファームウエアの変更 
 本ボードは出荷時には、３３ＭＨｚＰＣＩ用にコンフィギュレーションされています。６６ＭＨ
ｚＰＣＩバス上で動作させる為には付属のリコンフィギュレーター（ＩＳＦＲ：Reconfigurator）
で再プログラムを行ってください（６６MHz 用から３３MHz 用に戻す場合も同様です）。 

14) - ① 再プログラムの準備 
1. ＯＳの環境 
 再プログラムが行えるＯＳの環境は、ＤＯＳ（MSDOS,PCDOS）或いはＷｉｎｄｏｗｓ上のＤＯ
Ｓ互換ＢＯＸ（95,98,ME,NT,2000,XP）を使用します。Ｌｉｎｕｘ上では動作しませんので、Ｆ
ＤベースのＤＯＳ等をご用意いただく必要がございます。 
2. データの解凍 
 付属のＣＤ(またはＦＤ)内の”FIRMWARE”ﾃﾞｨﾚｸﾄﾘ内の”PG3001.LZH”をＦＤ又は作業ﾃﾞｨﾚｸﾄﾘ
にコピーし、以下のコマンドで解凍してください。 
 LHA e PG3001R.LZH 
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（ＬＨＡ．ＥＸＥをお手持ちでない場合は、窓の杜等のダウンロードサイトからダウンロード下さい。） 
 
解凍すると以下のファイルが生成されます。 
 ISFR.EXE   ： ﾘｺﾝﾌｨｷﾞｭﾚｰﾀｰ(In System Firmware Reconfigurator、Win/DOS 両用)  
 3001R_33.FWR ： ３３MHzPCI 用ﾌｧｰﾑｳｴｱ 
 3001R_66.FWR ： ６６MHzPCI 用ﾌｧｰﾑｳｴｱ 

14) - ② ６６MHzＰＣＩ用に再プログラム 
1. プログラミング 
ISFR 3001R_66.FWR /D3001 
2. ベリファイ 
ISFR 3001R_66.FWR /D3001 /V 

14) - ③ ３３MHzＰＣＩ用に再プログラム 
1. プログラミング 
ISFR 3001R_33.FWR /D3001 
2. ベリファイ 
ISFR 3001R_33.FWR /D3001 /V 

14) - ④ 再プログラム後の動作 
 再プログラムを行った後、必ず一旦電源を切り、再立ち上げを行ってください。この操作を行わ
ないと再プログラムした内容が反映されません。 

14) - ⑤ 再プログラム上の注意 
 再プログラムを行う時は、他のプログラムを必ず全て終了させてから行ってください。 
 プログラミング中に電源をＯＦＦしたり、途中で終了させないでください。このようなこと
を行うとボードの全てが機能しなくなり、再プログラムも行えなくなります（この場合弊社
にお送り頂かないと元に戻りません。またこの場合は有償修理になります）。 

 ６６MHz 用のボードは３３MHz スロットで再プログラムがおこなえますが、３３MHz 用のボー
ドは６６MHz スロットで再プログラムできませんので、３３MHz スロットで再プログラムを行
った後６６MHz スロットに移し変えてください。 

14) - ⑥ その他 
１台のマシンで複数枚使用されている場合の再プログラムは、“／Ｂｎ”オプションでｎにボー
ドのＩＤを設定しておこないます（コマンド構成は“ISFR /?”で HELP 表示して確認下さい）。 

15) ＣＴ－３００１（３）オプションの取り付け 
 ＣＴ－３００１（３）は、３．３Ｖ出力のインバーターです（下図）。マザーボード上に３．３
Ｖの供給のないＰＣでも本オプションを
装着することで、動作可能になります。
本オプションの取り付けは、接続を確実
にする為にハンダ付け仕様になっており
ます。 
取り付けの際は、４つのコーナーの接続
孔をメインボード上のパターン及び印刷
［図 5）調整ＶＲ・ＪＰ配置図参照］に
合わせて、ハンダを流し込んで接続して
ください。 
（メインボードと同時にご発注時頂いた場合は装着して出荷させて頂いております。） 

３．３V出力 ＧND

GND ５V入力
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16) 仕様 

16) - ① 表示色 
１６７７万色（ＲＧＢ２４ビット／画素） 
 

16) - ② 画素構成および画面数 
６４０Ｈ×５１２Ｖ×２４ビットＸ１画面 

16) - ③ 入力ビデオ信号 
ＮＴＳＣ・ＲＧＢ信号 ／プログレシブ信号／倍速ＲＧＢ信号（ＶＧＡ）。 
同期信号：ＣＳＹＮＣ、ＨＤ＋ＶＤ or ＳＯＧ（Sync on G）。 

入力コネクター・ピンアサイン／HDSUB15ﾋﾟﾝ 
Pin 信号 Pin 信号 Pin 信号 
1 Ｒ-in 6 Ｒ－ＧＮＤ 11  
2 Ｇ-in 7 Ｇ－ＧＮＤ 12  
3 Ｂ-in 8 Ｂ－ＧＮＤ 13 CSYNC(HD) 
4  9  14 ＶＤ 
5 ＧＮＤ 10 ＧＮＤ 15  

 

16) - ④ 出力ビデオ信号 
ＮＴＳＣ・ＲＧＢ信号／倍速ＲＧＢ信号（ＶＧＡ）、コンポジット 、Ｓ端子ビデオ信号（同時
出力）。 
 

出力コネクター・ピンアサイン／HDSUB15ﾋﾟﾝ 
Pin 信号 Pin 信号 Pin 信号 
1 Ｒ-out 6 Ｒ－ＧＮＤ 11 Ｓ-Ｃ 
2 Ｇ-out 7 Ｇ－ＧＮＤ 12 ＧＮＤ 
3 Ｂ-out 8 Ｂ－ＧＮＤ 13 SYNC(HD) 
4 ＶＢＳ 9  14 ＶＤ 
5 ＧＮＤ 10 ＧＮＤ 15 Ｓ-Ｙ 

 

16) - ⑤ 入力ルックアップテーブル 
２５６×２５６ビット×３。 

16) - ⑥ 画像の入出力モード 
● ネイティブ・・・・・・入力ビデオ信号を出力します（ディジタル信号経由）。 
● スルー・・・・・・・・入力アナログビデオ信号をそのまま出力します。 
●フレーム・・・・・・・メモリー画像を出力します。 
・セパレートモード・・・奇偶フィールドの画像がメモリーの後半、前半、に分かれて格納され

ます。奇偶各フィールドを単独に取り込むことも出来ます。 
・ミックスモード・・・メモリー内の配置は走査線の順番になります。（奇偶フィールドの走査

線の画像が交互にメモリーされます。） 
● サブフレーム 
ＳＵＢメモリー画像を（ＲＧＢに振り分けて）出力します。 

● スーパーインポーズ・・入力ビデオ信号に、メモリー（メイン又はサブ）内の画像をスーパー
インポーズ（重畳）して出力します。 
下記の３つの重畳方式（入力ピクセルを“ＰＸｎ”、 メモリー画像のピクセルを“ＭＸｎ”
とし、Ｘ＝Ｒ or Ｇ、Ｂ）が選択できます。 
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・ＯＲ： 透かし合成（明るい部分が浮き出る方式） 
ｉｆ    ＭＸｎ ＞ ＰＸｎ 出力 = ＭＸｎ 
ｅｌｓｅ  出力 = ＰＸｎ 

・ＸＯＲ： 排他的合成 
出力 = ＰＸｎ＄ ＭＸｎ 
（但し＄は排他的淪理和） 

・Ｒｅｐｌａｃｅ： 置き換え 
ｉｆ    ＭＸｎ！= ０ 出力 = ＭＸｎ 
ｅｌｓｅ  出力 = ＰＸｎ 

 

16) - ⑦ 画像の取込 
１回又は連続の取込を、プログラム又はＥＸＴ ＴＲＩＧ入力信号の指令によって行います。 
● 取込可能な走査モード 
・ ２：１インターレース（標準／倍速） 
・ プログレッシブ（ﾉﾝｲﾝﾀｰﾚｰｽ） 

１／６０（VGAモード） 
１／３０（プログレッシブスキャン／ﾌﾙﾌﾚｰﾑｼｬｯﾀｰｶﾒﾗ） 

 

16) - ⑧ 外部トリガ入出力信号（ＥＸＴ  ＴＲＩＧ） 
● 入力・・・オープンコレクター、接点、又は、負論理ＴＴＬ論理レベル信号（最大定格１０
Ｖ）。パルス幅０．１５μｓ以上。 

● 出力・・・ＯＮ／ＯＦＦ、ＶＤ、ＯＤＤ／ＥＶＥＮ、書込中の内一つを選択（０～５Ｖ、出力
ｲﾝﾋﾟｰﾀﾞﾝｽ１KΩ）。 

 
コネクター型式（ケーブル側） ･････ ＡＭＰ１７２１４２－２（ﾛｰﾌﾟﾛﾌｧｲﾙ型）  
                                    又はＡＭＰ１７１８２２－２ 

16) - ⑨ 画素のアスペクト比 
水平：垂直 ＝ １：１（スクエアピクセル） 

16) - ⑩ 画像メモリー 
● サイズ       ＳＲＡＭ 2Ｍバイト。 
 
● データフォーマット 32ビットパックドピクセル（下図）。 

 ＳＵＢ 
31     24 

B 
23        16 

Ｇ 
15         8 

Ｒ 
7          0 

                           注）ＳＵＢバイトは、サブフレームを構成します。 

16) - ⑪ 画像のアクセス 
●メモリーマッピング ・・・ ＰＣＩバス上の０～４Ｇバイト内にメモリーとしてマッピング。 
●Ｉ／Ｏマッピング ・・・ ３２ビット×２のＩ／ＯポートでＲ／Ｗ（アドレスポートによりス

タートアドレスを指定し、データポートによりＲＷ・・・オートアドレスインクリメ
ント）。 

16) - ⑫ キャリブレーション 
  第６走査線（ブランキングエリア）のデータを画像メモリー先頭にサンプル（プログラム上で
温度ドリフト等の相対ゼロ校正用） 

16) - ⑬ バス形式 
ＰＣＩバス・ターゲット（スレーブ） 



- 32 - 

16) - ⑭ 最大転送速度 
１３２Ｍバイト／sec(メモリーWrバースト時) 

16) - ⑮ 消費電流（Ｍａｘ） 
5Ｖ／0.45Ａ,3.3Ｖ／0.35Ａ、＋12Ｖ／0.0３Ａ,－12Ｖ／0.06Ａ 

17) 以前のリビジョンとの差違 

17) - ① Ｒｅｖ５の改良点・相違点 
 倍速のＲＧＢ信号やプログレシブのＲＧＢ信号（ＶＧＡ）も入出力できるようになりまし
た。 

 ６６ＭＨｚＰＣＩ対応になりました。３３ＭＨｚＰＣＩ上でもＲｅｖ３より、より高速に動
作します。 

 入力ルックアップテーブルが装備されました。 
 スーパーインポーズ機能が、アナログからディジタル演算方式に変更され、演算方式を選択
できるように強化されました。従来のＯＲ（透かし合成）の他、ＸＯＲ（排他的合成）、Ｒ
ＥＰＬＡＣＥ（置換え）が可能になり、サブフレーム（Packed_Pixel内SUBバイト）のスーパ
ーインポーズも可能になりました。アナログスルーでスーパーインポーズは出来ませんが、
従来のアナログスルー画像も出力できます。 

 水平、垂直の取込タイミングがプログラムで変更できるようになりました。 
 ＰＩＣ、ＢＲＴ調整がネイティブ（ディジタルスルー）画像にも反映するようになりまし
た。 

 取込時の横ブレがなくなり常に位置補正されるようになりました（ｺﾝﾄﾛｰﾙﾚｼﾞｽﾀ0-ﾋﾞｯﾄD6は削
除）。 

 ３．３Ｖの供給が必要になりました（マザーボードから３．３Ｖが供給できない場合は、イ
ンバーター（別売ＣＴ－３００１（３）ｵﾌﾟｼｮﾝ）をボード上に搭載することができます）。 

17) - ② Ｒｅｖ３の相違点 
 外部トリガ端子が入出力になり、出力もできるようになりました（出力信号は、ＯＮ／ＯＦ
Ｆ、ＶＤ、Ｆｒａｍｅ＿Ｉｎｄｅｘ、書き込み中の内から一つを選択）。 

 Ａ／ＤコンバーターがＤＡＴＥＬ製（ＡＤＣ－３２２）に変更されました。 
 位置補正の有／無（POS_COR、D6=0/1）の位置の差が２ピクセル増えて６ピクセルになりまし
た。 

 ＰＣＩコンフィギュレーションレジスターのレビジョンＩＤ（０８ｈ）が、“２”から
“３”にアップされています。 

17) - ③ Ｒｅｖ２.1の改良点 
 外部同期基準の追加（ＥＸＴ＿ＳＹＮビット／Ｄ１１で制御）。 

17) - ④ Ｒｅｖ２の改良点 
 外部トリガ入力コネクターの位置が、パネル面最下部から、ビデオ入力コネクターとビデオ
出力コネクターの間に変更されました。 

 ビデオカメラ（2:1ｲﾝﾀｰﾚｰｽ、1/60ﾉﾝｲﾝﾀｰﾚｰｽ、1/30ﾌﾚｰﾑｼｬｯﾀｰ･ﾌﾟﾛｸﾞﾚｼﾌﾞ方式）にＶＤ（垂直
同期）リセットを掛けて、外部トリガ入力と併用して、動く画像を定位置で取込む性能が改
善されました。 

 消費電力が少なくなりました。 

17) - ⑤ Ｒｅｖ１との相違点 
 位置補正の有／無（POS_COR、D6=0/1）の位置の差が１ピクセル増えて４ピクセルになりまし
た。 

 Ａ／Ｄコンバーターが変更（HA19211-日立製-が製造中止の為）されました。 
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 ＰＣＩコンフィギュレーションレジスターのレビジョンＩＤ（０８ｈ）が、“１”から
“２”にアップされています。 

18) 困った時 ・ トラブルシューティング 
 症状 原因・対策  
 1. ボードの制御が不能にな
った。 
 

◎ 通常の使用では起こりませんが、電源異常等で、ＰＣＩコンフ
ィギュレーションレジスターの値が消失した場合などに起こりま
す。このような場合、ボードの制御データも失われている可能性が
有りますので、一旦、パソコンの電源をＯＦＦにして、１０秒以上
待ってから、再度、電源を投入して下さい。（リセットＳＷの投入
では、ＰＣＩコンフィギュレーションレジスターの再セットやボー
ド上のフリップフロップはリセットされますが、制御データはＲＯ
Ｍからロードされません）。 

 

 2．パソコンが立ち上がらな
い。 

◎ 本ボードを装着する事によって、パソコンが立ち上がらなくな
った場合、本ボードの故障か、以下の原因が考えられます。 
本ボード上のＦＰＧＡのコンフィギュレーション中（電源投入後約
１００ｍｓ）にアクセスが行われると、アクセス出来ませんのでハ
ングアップ等が生じます。通常はシステム側で、このような対策が
為されていますが、これが原因の場合、ＣＰＵのＰＯＷＥＲ ＯＮ
 ＲＥＳＥＴを遅らせるか、リセットＳＷを投入する事で、回避出
来ます。 

 

 3. ﾌﾚｰﾑｼｬｯﾀｰｶﾒﾗﾓｰﾄﾞで画像
がモニターに正常に表示され
ない。 

◎ ﾌﾚｰﾑｼｬｯﾀｰｶﾒﾗﾓｰﾄﾞを選択して、画像を取込んでいる間、メモリ
ー画像はモニターに表示されません。従って、連続取込を行ってい
る間は、メモリー画像はモニターに全く表示されません。 
◎ 標準方式のﾌﾚｰﾑｼｬｯﾀｰｶﾒﾗﾓｰﾄﾞ(水平周波数15.75KHz)では、垂直
周波数が異なる為、スルー画像はビデオモニターに表示できませ
ん。表示される映像は、上半分、下半分が画面一杯に拡大された画
像が重なって見えます。入力コネクターの、ビデオ信号の存在の確
認などには利用できます。 

 

 4. ＶＧＡ信号が正常に表示
されない。 

◎ ＶＧＡ信号は倍速のプログレシブ信号になりますので、Ｆ＿Ｓ
ＨＵＴ(D12)ビットを“１”に設定する必要があります。NTSC_OUT
(D27)ﾋﾞｯﾄが“０”(ﾃﾞﾌｫﾙﾄ)の時は倍速のまま出力されていますの
で、原信号をビデオモニターに直接接続して正常に表示されるかど
うかを確認ください。NTSC_OUT(D27)ﾋﾞｯﾄを“１”に設定すると、
取り込まれたフリーズ画像は通常のビデオモニター（水平周波数1
5.75KHzの2:1ｲﾝﾀｰﾚｰｽビデオ信号用）で正常に表示できます（この
場合もNATIV画像、連続取込中の画像は正常に表示できません）。 

 

 5．UNDER_WRIT(D0)ビット
が、 ”1”のままで”0”に
戻らない。 

◎ Rev2.1ボードから、外部同期基準が選択できるようになりまし
た。この機能が選択されている時（EXT_SYN=1 or F_SHUT=1）に、
入力ビデオ信号が無い状態で取込を行なうと、ビデオ信号が入力さ
れるまで、UNDER_WRITビットは”０”に戻りません。 
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SUPPORT CHART  

 サイバーテック（株） 
                   アフターサービス係 行  
ＴＥＬ：（０６）６３７２－５５５８  ＦＡＸ：（０６）６３７２－５７１２ 

 ※ＮＯ．  
 

E-mail: support@cybertek.jp      年     月     日  
  フ リ ガ ナ 

 会 社 名  
  フ リ ガ ナ 
 お 名 前  

ＴＥＬ：   （    ） 
 

ＦＡＸ：   （     ） 

 
 

 ご 住 所 〒□□□－□□□□ 
 
 

 
 
 

 E-mail(ご希望の場合)：  

  商 品 名  CT-3001RGB Rev5 
シリアルＮＯ．  

 パソコンの機種 
 

  

 ＯＳ・バージョン 
 

 

 トラブルの内容 （なるべく具体的に詳しくお書き下さい） 
 

 

 
 

 

 
  

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

  
 

 

   ※のマークは弊社使用、本紙はＦＡＸや封書でのお問い合わせ時にご利用下さい。 


